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平成23年10月4目

都道府県医師会　介護保険担当理事　　殿

日本医師会常任理事

　　三上　裕司

指定居宅サービス等事業所の人員、設備および運営に関する基準等の

一部を改正する省令の施行に伴う指定、介護報酬等の取扱いについて

　　　　　　　（一部ユニット型施設・事業所関連）

　指定居宅サービス等事業所の人員、設備および運営に関する基準等につきましては、平成

22年9月21目に開催された社会保障審議会介護給付費分科会における審議のとりまとめ

を踏まえ、一部ユニット型施設等に係る規定の整理、明確化を図るための一部改正が行うこ

ととされ、本年9月1目付けで施行されております。

　今般、厚生労働省より、各都道府県介護保険担当主管部等宛てに、その運用に関するQ＆A

が発出されましたのでご連絡申し上げます。

　また、併せて指定居宅サービス等事業所の人員、設備および運営に関する基準等の一部改

正通知を添付いたします。

　つきましては、貴会におかれましても本内容をご了知いただき、貴会傘下の郡市区医師会

への周知方宜しくお願い申し上げます。

記

（添付資料）

・指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の施行に

伴う指定、介護報酬等の取扱いについて

　（平23．9．30厚生労働省老健局介護保険計画課、高齢者支援課、振興課、老人保健課事務連絡）

・指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部改正について

　（平23．8．18老高発第0818第1号、老振発第0818第1号、老老発第0818第1号、厚生労働省老

　健局高齢者支援課長、振興課長、老人保健課長通知）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



事　　務　　連　　絡

平成23年9月30日

各都道府県介護保険担当主管部（局）　御中

厚生労働省老健局介護保険計画課

　　　　　　　　高齢者支援課

　　　　　　　　振　　興　　課

　　　　　　　　老人保健課

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改年する

省令の施行に伴う指定、介護報酬等の取扱いについて

　本年9月1日付けで施行された、指定居宅サービスの事業等の人員、設備及び運営

に関する基準等の一部を改正する省令（平成23年厚生労働省令第106号）及び厚

生労働大臣が定める施設基準等の一部を改正する告示（平成23年厚生労働省告示第

291号）については「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基

準等の一部改正について」（老高発0818第1号、老振発0818第1号、老老発

0818第1号）により改正の趣旨及び内容について通知したとこ．ろですが、このた

び、別添のとおり疑義解釈をまとめましたので、管内市町村、サービス事業所等に周

知を図るようよろしくお願いいたします。



別添

指定居宅サービス等事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の

　　　　　　　　　施行に伴う指定、介護報酬等の取扱いについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　（疑義解釈）

＜指定に係る取扱い＞

1．平成23年9月1日以降に一部ユニット型施設・事業所が指定の更新を行う際、どの

ような手続きを行えばよいか。

（答）

　一部ユニット型施設・事業所については、平成23年9、月1目以降の指定等の更新時

期に、当該施設・事業所のユニット型部分とユニット型以外の部分をそれぞれ別施設

に指定等する必要がある。その際、一方の施設・事業所について更新申請を行い、も

う一方の施設・事業所について新規申請を行う取扱いとする。なお、更新申請を行う

施設・事業所は、運営規程等の変更を届け出るものとする。

　また、一部ユそツト型施設・事業所を廃止し、それぞれについて新規申請を行う取

扱いも可能である。

2．1に関連して、一部ユニット型施設・事業所について、当該施設・事業所のユニッ

　ト型部分とユニット型以外の部分をそれぞれ別施設・事業所として指定した場合、事

業所番号の再設定が必要か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

．（答）

　事業所番号については、「介護保険事業所番号の設定について」（平成11年7月2

　日付事務連絡）において、r同一法人が同一所在地において複数の事業所の指定を受け

る場合には、事業者の利便を考慮して、特例として同一番号を使用できる」とされて

おり、再設定は不要である。

3，複数の一部ユニット型施設・事業所が併設され、一体的に運営されている場合であ

って、それぞれ更新時期が異なる場合、どのような手続きを行えばよいか。

（答）

　それぞれの一部ユニット型施設・事業所の更新時期に1で示した手続きを行う。

　なお、指定・更新事務の効率化の観点から、一方の更新時期に、その他を廃止し、

改めて新規指定をすることにより、指定・更新時期を統一することも可能である。



4．指定介護老人福祉施設に併設されている一部ユニット型指定短期入所生活介護事業

所が、指定の更新の際に、2つの事業所として指定された場合、それぞれの事業所に

ついて、介護老人福祉施設に併設ずる事業所となるのか。

（答）

　それぞれの事業所が指定介護老人福祉施設に併設する事業所となる。

＜介護報酬の取扱い＞

5　更新時期に達する前の一部ユニット型施設・事業所においては、従前どおりの手続

きで報酬請求を行うのか。

（答）

　当該施設・事業所の指定等の更新時期に達するまでは、従前どおり改正前の報酬告

示に従って報酬請求を行う。

6．一部ユニット型施設・事業所について、当該施設・事業所のユニット型部分とユニ

　ット型以外の部分をそれぞれ別施設・事業所として指定した場合、専従要件や利用者

の数などの加算の算定要件についてどのように考えればよいか。

（答）

　算定要件として専従の職員配置を求めている加算については、当該職員が双方の施

設・事業所を兼務している場合には算定できない。

　また、例えば「看護体制加算」など入所者数・利用者数に基づいた必要職員数を算

定要件としている加算については、双方の入所者数・利用者数の合計数に基づいて職

員数を算出するものとする。

7、一部ユニット型施設・事業所について、当該施設・事業所のユニット型部分とユニ

　ット型以外の部分をそれぞれ別施設・事業所として指定した場合、双方の施設間を異

動した入所者について、初期加算の算定をしてよいか。

（答）

　初期加算は算定できない。

8．一部ユニット型施設・事業所について、当該施設・事業所のユニット型部分とユニ

　ット型以外の部分をそれぞれ別施設・事業所として指定した場合、サービス提供体制

強化加算を算定する上で、前年度の職員の割合はどのように算出すればよいか。

（答）

　別施設・事業所として指定等した当該年度については、双方の施設・事業所を一体



として前年度の実績に基づき職員の割合を算出する。この場合、双方の施設・事業所

においてサービス提供体制強化加算を算定可能である。

　翌年度については、別施設・事業所として指定等した以後の実績に基づいて、それ

ぞれの施設・事業所について職員の割合を算出する。

＜人員配置の取扱い＞

9．一部ユニット型施設・事業所について、当該施設・事業所のユニット型部分とユニ

　ット型以外の部分をそれぞれ別施設・事業所として指定した場合、双方の施設を兼務

する職員の常勤・非常勤の取扱いはどのようにすべきか。

（答）

　介護職員（特別養護老人ホーム、指定介護老人福祉施設、指定地域密着型介護老人

福祉施設においては、介護職員と同様にケアを行う看護職員を含む。）については、双

方の施設で兼務はできない。

　その他の従業者については、双方の施設の勤務時間の合計が、当該施設において定

められている常勤の職員が勤務すべき時間数に達していれば、常勤の要件を満たすも

のとする。

10　一部ユニット型施設・事業所について、当該施設・事業所のユニット型部分とユニ

　ット型以外の部分をそれぞれ別施設・事業所として指定した場合、人員配置を算定す

　る際の入所者数・利用者数の「前年度の平均値」についてどのように考えるべきか。

（答）

　別施設・事業所として指定等した当該年度については、双方の施設・事業所を一体

として前年度の実績に基づき入所者数・利用者数の「前年度の平均値」を算出する。

　翌年度については、別施設・事業所として指定等した以後の実績に基づいて、それ

一ぞれの入所者数・利用者数の「前年度の平均値」を算出する。

1L　一部ユニット型指定介護老人福祉施設が、指定の更新期限を迎え、別々に指定を行

　うことにより、指定地域密着型介護老人福祉施設となる場合、住所地特例の適用を受

　けて入所している者の取扱いはどのようになるのか。

（答）

　当該入所者が当該一部ユニット型指定介護老人福祉施設に継続して入所している

間に限り、平成24年3月31日までの間は、引き続き一部ユニット型指定介護老人

福祉施設として認められるため、当該入所者は住所地特例の適用を受けることとなる。

　なお、平成24年4月1日以降は、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等

の一部を改正する法律（平成23年法律第72号）により、当該指定介護老人福祉施



設が入所定員の減少により地域密着型介護老人福祉施設となった場合においても、引

き続き、住所地特例の適用を受けることとなる。



国
老高発第0818第1号

老振発第0818第1号

老老発第0818第1号

平成23年8月18日
　　都道府県

各指定都市介護保険主管部（局）長’殿
　　　　　　　　1　　中核市

厚生労働省老健局高齢者支援課長

〆
k

振　興　課　長

老人保健課長

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の

一部改正について

－
し

　標記については、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する

基準等の一部を改正する省令（平成23年厚生労働省令第106号）（以下、「改

正省令」という。）及び厚生労働大臣が定める施設基準等の一部を改正する告

示（平成23年厚生労働省告示第291号）が公布され、本年9月1目から施

行されるところであるが、今回の改正の趣旨及び内容は別添1のとおりである。

また、これに伴い、．関係通知の一部を別添2のとおり改正し、同日より適用す

ることとしたので、御了知の上、管内市町村、関係団体、関係機関等にその周

知徹底を図るとともに、その運用に遺憾のないようにされたい。



別添1

’指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部改正

1　改正の趣旨

　平成22年9月21日に開催された社会保障審議会介護給付費分科会にお

ける審議のとりまとめを踏まえ、一部ユニット型施設等に係る規定の整理・

明確化を図るため、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等の一部改正を行う。

（ 2　改正の概要

　（1）　施設類型上の取扱い（改正省令第1条から第7条関係）

　　ユニット部分とそれ以外の部分（従来型個室又は多床室）のそれぞれで

　適切なケアが行われるよう、以下のサービス類型における一部ユニット型

　施設等の類型を廃止し、別々の施設等として認可、指定又は許可（以下、

　　r認可等」という。）を行うこととする。

　
｝〆

k

・特別養護老人ホーム（老人福祉法（昭和33年法律第183号）第20条の5）

・短期入所生活介護（介護保険法（平成9年法律第123号）第8条第9項）

・短期入所療養介護（介護保険法第8条第10項）

・地域密着型介護老人福祉施設（介護保険法第8条第20項）

・介護老人福祉施設（介護保険法第8条第24項）

・介護老人保健施設（介護保険法第8条第25項）

・介護療養型医療施設（介護保険法第8条第26項）

・介護予防短期入所生活介護（介護保険法第8条の2第9項）

・介護予防短期入所療養介護（介護保険法第8条の2第10項）

（2）　人員に関する基準

　①’特別養護老人ホーム、指定介護老人福祉施設、指定地域密着型介護

　　老人福祉施設（改正省令第2条、第5条及び第6条関係）

　　ユニット型施設と従来型施設を併設した施設における介護職員及び

　　介護職員と同様にケアを行う看護職員については、併設された従来型

　　施設との兼務を認めないこととする。

②　介護老人保健施設、指定介護療養型医療施設及び指定短期入所療養

介護（改正省令第3条及び第4条関連）



ユニット型施設と従来型施設を併設した施設における介護職員につ

いては、併設された従来型施設との兼務を認めないこととする。

③　上記①及び②以外の各従業者については、入所者の処遇に支障がな

　い場合、ユニット型施設と従来型施設における同職との兼務を認める

　こととする。

（3）　設備に関する基準

　①　指定短期入所生活介護事業所の利用定員について（改正省令第1条

　　関係）

　　　現行の省令において、利用定員は20人以上とすることが規定され

　　ている。改正省令の施行後、ユニット型事業所と従来型事業所が併設

　　され一体的に運営される場合であって、ユニット型事業所及び従来型

　　事業所それぞれの利用定員が20人未満であるものについて、それら

　　の利用定員の総数が20人以上である場合は、それぞれの利用定員を

　　20人未満とすることができることとする。

6＼．■。

　②　なお、設備についてはぐ居室又は療養室（病室）、共同生活室、洗

．　　面設備、便所を除き、入所者へのサービス提供に支障かない場合、’ユ

　　　ニット型施設と従来型施設における併用を認めることとする。

（4）　経過措置

　①　平成15年4月1日（介護老人保健施設及び指定介護療養型医療施

　　設については平成17年10月1日）に現に存する特別養護老人ホー

　　ム等（建築中のものを含む。）が、その建物を各日以降に改修、改築又

　　は増築して施設の一部にユニットを造り、ユニットケアを行う場合、

　　または、各日において現に存する特別養護老人ホーム等が各日におい

　　て現に有しているユニットで施設の一部においてユニットケアを行う

　　場合に該当する一部ユニット型施設等については、改正省令の施行後

　　最初の指定更新の際に、改正省令の規定を適用することとする。（改正

　　省令附則第2条、第3条第1項、第4条から第6条、第7条第1項及

　　び第8条関係）

r
＼

②　一部ユニット型指定介護老人福祉施設において、ユニット部分とそ・

れ以外の部分について、別々の施設として認可等されることにより、

指定地域密着型介護老人福祉施設となり得ることから、以下の経過措

置を置くこととする。



ア　一部ユニット型指定介護老人福祉施設において、住所地特例を適

用して他市町村の住民が入所している間に限り、平成24年3月3

　1日まで、なお従前の例によるものとする。なお、平成24年4月

　1日以降は、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部

を改正する法律（平成23年法律第72号）において同様の措置を

講じているところである。（改正省令第3条第2項関係）

r
t

イ　サテライト型の地域密着型介護老人福祉施設の本体施設である一

　部ユニット型指定介護老人福祉施設が、指定地域密着型介護老人福

　祉施設となった場合においても、当分の間、サテライト型の地域密

’着型介護老人福祉施設の本体施設とみなすこととする。（改正省令附

　則第7条第2項関係）

ウ　一部ユニット型指定介護老人福祉施設が、指定地域密着型介護老

人福祉施設となった場合であって、併設される指定短期入所生活介

護及び指定介護予防短期入所生活介護の利用定員が、指定地球密着

型介護老人福祉施設の入所定員を上回る場合においても、当分の問、

入所定員の上限の規定（指定地域密着型サービス基準第131条第

　14項）を適用しないこととする。（改正省令附則第7条第3項及び

第4項関係）

隻

③　改正省令施行後、ユニット型特別養護老人ホーム等の整備状況等を

　勘案し、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置

　を講ずるものとする。（改正省令附則第17条関係）

（5）　改正対象省令・告示

　0　　指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平

　　成11年厚生省令第37号）
　○　　指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成
　　　ゆ
　　　11年厚生省令第39号）

　O　　介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準

　　　（平成11年厚生省令第40号）

　○　　指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準（平

　　成11年厚生省令第41号）
　○　　特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準（平成11年厚

　　　生省令第46号）



○　　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

　準（平成18年厚生労働省令第34号）
○　　指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定

　介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

　　　　　　　　　　　　　関する基準（平成18年厚生労働省令第35号）

O　　老人福祉法施行規則（昭和38年厚生省令弟38号）

○　　地域における公的介護施設等の計画的な整備等の促進に関する法

　律施行規則（平成元年厚生省令第34号）

○　　介護保険法施行規則（平成11年厚生省令第36号）

○　　特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準の一部を改正す

　る省令（平成14年厚生労働省令第107号）
○　　指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準の

　一部を改正する省令（平成15年厚生労働省令第28号）

O　　指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準の一部

　を改正する省令（平成15年厚生労働省令第30号）

○　　厚生労働省関係構造改革特別区域法弟二条第三項に規定する省令

　の特例に関する措置及びその適用を受ける特定事業を定める省令（平

　成15年厚生労働省令第132号）
O　　指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等

　の一部を改正する省令（平成17年厚生労働省令第139号）
○　　厚生労働大臣が定める施設基準（平成12年厚生省告示第26号）

○　　厚生労働大臣が定める利用者等の数の基準及び看護職員等の員数

　の基準並びに通所介護費等の算定方法（平成12年厚生省告示第2

　　7号）

○　　厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準（平

　成工2年厚生省告示第29号）

c

r
＼



別添2

関係通知の一部改正

1　指定居宅サービス等及び指定介護予防サービス等に関する基準について

　（平成11年9月17日老企第25号）の一部改正

　別紙1のとおり改正する。

2　指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準について（平成

　12年3月17日老企第43号）の一部改正
　別紙2のとおり改正する。

（
3　介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準について

　（平成12年3月17日老企第44号）の一部改正

　　別紙3のとおり改正する。

4　指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準について（平

成12年3月17日老企第45号）の一部改正
　　別紙4のとおり改正する。

5　特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準について（平成12年老

発第214号）の一部改正

　別紙5のとおり改正する。

女
6　指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスに関する基

準について（平成18年3月31日老計発033ユ004号、老振発第0331
　004号、’老老発0331004号）の一部改正

　別紙6のとおり改正する。　　　　．

7　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サー・ビ

ス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要す

　る費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について（平

成12年3月8日老企第40号）の一部改正

　別紙7のとおり改正する。

8　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準、指定居宅介護支

援に要する費用の額の算定に関する基準、指定施設サービス等に要する費用



の額の算定に関する基準、指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に

関する基準、指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基準、指定

地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指定地域密着

型介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う介護

給付費算低に係る体制等に関する届出における留意点について（平成12年

3月8日老企第41号）の一部改正

　別紙8のとおり改正する。

9　指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指定地

域密着型介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴

　う実施上の留意事項について（平成18年3月31日老計発第033100

　5号、老振発第0331005号、老老発第0331018号）の一部改正
　　別紙9のとおり改正する。

C

10　r指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定伴

う留意事項について」の制定及び「指定居宅サービスに要する費用の額の算

定に関する基準（訪問通所サービス及び居宅療養管理指導に係る部分）及び

指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上

の留意事項について」等の一部改正について（平成18年3月17日老計発

第0317001号・老振発第0317001号・老老発第0317001
号）の一部改正

　別紙10のとおり改正する。



（ （
（別紙1）

O　指定居宅サービス等及び介護予防サービス等に関する基準について（平成11年9月17日老企第25号）
（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一・第二　　（略）

第三　介護サービス
　一～七（略）

　八　短期入所生活介護
　　1　人員に関する基準（居宅基準第二百一条及び第百二十二条）

　　（1）　従業者の員数
　　　　①・②（略）

　　　　③ユニ・ト型定短期入方生活護事業月と指定短入生 介護

事業　　ユニット型指定短　入所生活　　事　　を　く　が　　さ

れ一　的に運営される場A生活相談　の　　については、ユニッ
ト型指定短期入用生活介護事業　として　保すべき員数と指定短

入所生活介　事　　として　保すべき　　の合計を　それぞれの
業所の・」用　を合算した　について　　　　方法により必　とされ

2　設備に関する基準（居宅基準第百二十三条及び第百二十四条）

（1）ユニ・ト型指定短　入　生活介一の事　と指定短期　　生活
事業　ユニット型指定短期入用生活介行の事業を除く）との一　的運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮の

巡業所（ユニット型指定短期入所生活介護の事業を除く）が併設され
　ユニ・ト　指定短　入　生活　言事　　と指　短　入丹生　　9事

一体的に運　される場合であって、それらの』用定員の総数が二人

いものとして取　うことができることとされたが　「井　され一

に噛’される合とは　ユニ・ト　短一生　の事
業に支障が生じない　合で、かつ、　閉における　　　制を　めて

以上である場合にあっては、その利用定員を二十人　満であってもよ

定短　入所生活介言を提　できる場合である

（旦）～（⊥旦） （略）

改　正　前

第一・第二　　（略）

第三　介護サービス
　一～七（略）

　八　短期入所生活介護
　　1　人員に関する基準（居宅基準第二百一条及ぴ第百二十二条）

　　（1）　従業者の員数
　　　　①・②（略）

2　設備に関する基準（居宅基準第百二十三条及ぴ百二十四条）

（⊥）～（11）　　（略）



3（略）

4　ユニット型指定短期入所生活介護の事業
（1）～（9）　（略）

（10）　勤務体制の確保（居宅基準第百四十の十一の二）
　　ユニット型指定短期入所生活介護事業所において配置を義務付けるこ

　ととしたユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、
ユニットケアリーダー研修を受講した職員（以下r研修受講者」という。）

を各施設に二名以上配置する（ただしニユニット以下の施設の場合には、

一名でよいこととする）ほか、研修受講者が配置されているユニット以
外のユニットでは、ユニットにおけるケアに責任を持つ（研修受講者で
なくても構わない。）職員を決めてもらうことで足りるものとする。

　　この場合、研修受諾者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講し
ていないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニット

ケアの質の向上の中核となることが求められる。
　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講して

いないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するととも
に、ユニットケアに関して指導及ぴ助言を行うことができる者を含めて
差し支えない。

　　ユニット型指定短期入所生活介護事業所（以下（10）においてrユニツ

　ト型事業所』という。）とユニット型の指定介護老人福祉施設等（以下（工

0）においてrユニット型施設」という。）が併設されている場合には、

研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要はなく、ユニット型事業
所及び併設するユニット型施設（併設するユニット型施設が複数ある場
合には、そのうちいずれか一施設に限る。）を一体のものとみなして、

合計二名以上の研修受講者が配置されていればよいこととする（ただし、

　ユニット型事業所及び併設するユニット型施設のユニット数の合計がニ

　ユニット以下のときには、一名でよいこととする。）。

●

rへ

（別紙1）

3（略）

4　ユニット型指定短期入所生活介護の事業
（1）　～　（9）　（略）

（10）　勤務体制の確保（居宅基準第百四十の十一の二）

　　ユニット型指定短期入所生活介護事業所において配置を義務付けるこ

　ととしたユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、
ユニットケアリーダー研修を受講した職員（以下「研修受講者」という。）

　を各施設一に二名以上配置する（ただし
ニユニット以下の施設の場合には、一名でよいこととする）ほか、研修

受講者が配置されているユニット以外のユニットでは、ユニットにおけ
　るケアに責任を持つ（研修受講者でなくても構わない。）職員を決めても

　らうことで足りるものとする。

　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講し

ていないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニット
ケアの質の向上の中核となることが求められる。

　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講して

いないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するととも
　に、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含めて
　差し支えない。

　　ユニット型指定短期入所生活介護事業所（以下（10〉において「ユニッ

　ト型事業所」という。）とユニット型一上製の指定介護老
　人福祉施設等（以下（10）においてrユニット型施設』という。）が併設さ

れている場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要はな
　く、ユニット型事業所及ぴ併設するユニット型施設（併設するユニット

型施設が複数ある場合には、そのうちいずれか一施設に限る。）を一体
のものとみなして、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよい

　こととする（ただし、ユニット型事業所及び併設するユニット型施設の

ユニット数の合計がニユニット以下のときには、一名でよいこととす
る。）。

5　一部ユニット型指定短期入所生活介護の事業

平成十五年四月一日に　に　する指定短期入所生活　　事業月　建築

のものを　む）が　その建　を同日以降に改　　　　又は　　して

事の一にユニ“トを’りユニ“トケアを一いAた・日

（



5（略）

九　短期入所療養介護
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において　に子　る 短

（別紙1）

月生活介言事　　　建　　のものをA

む　がp日においてにしている（建中ののをむ）ユニ・ト
で事業　の一・においてユニットケアを行う場Aは　これを一部ユニッ
ト型指定短　入所生活介護事業所とし、その基本方針並びに設備及び運

’に　　る基　については ＝　及び　四　でまなく　　六
節に　めるところによる　のである　オお に　　る基準について

は　　二　に定めるところによるので、留意すること。

　　　宅基準　百四十条の十五は、一部ユニット型指定短期入用生活介護
　の事業の基本方針　居宅　　　百四　　の士　に　また　そ　尼　の

分にあっては指定短期入　生活介護の事業の基本方針（居宅基準第百二
十　）に　めるところによることを規定したものである

これを受けて　設　及　　品等、利用料等の受領、指定短　入所生

介言の取　方針、介護　　、その他のサービスの提　　び定　の　守に

ついて 居宅基 百四十条の十六から 百四十条の二 二まで び

百四　　の二十四に　ユニ・ト　　の　　とそれ2外の　　の　　を規
定している

（3）　運営 居宅基準　百四十条の二十三）

利用定　並びに指定短期入　生 の内容及び利用料その他の費用

の　については、ユニット型部　とそれ£　の部分のそれぞれについて
明らかにしなければならない

①居宅基準百二十一条三項に規する基はユニット。∠と
　それ2外の臼∠のそれぞれで満たさなければならない

5

謹職　又は看護職　が　その時間帯においてそれ避外の部分の利用
　日　にユニット　分の利用者に対　るサービスの提供に当たる介

者に・してサービスの　　を行う勤　体1と　ることは　　ましく
ない。

　　　ユニ“ト

るところによる

短期入用生活介言のユニット。　については

4に　また、それ以外の　分については2及び3に、それぞれ定め

6（略）

九　短期入所療養介護



1　人員に関する基準・設備に関する基準（居宅基準第百四十二条及び第
百四十三条）

（1）　本則

　いわゆる本体施設となる介護老人保健施設、介護療養型医療施設又は
療養病床を有する病院又は診療所が、それぞれの施設として満たすべき

人員・施設基準（ユニット型介護老人保健施設及びユニット型指定介護
療養型医療施設に関するものを除く。）を満たしていれば足りるものと
する。また、本体施設が療養病床を有する病院ヌは診療所については、

それぞれの施設として満たすべき施設基準に加えて消火設備その他の非

常災害に際して必要な設備を有するこξとしている。

（2） （略）

2・3　（略）

●

‘（、

（別紙1）

1　人員に関する基準・設備に関する基準（居宅基準第百四十二条及び第
百四十三条）

（1）　本則

　いわゆる本体施設となる介護老人保健施設、介護療養型医療施設又は
療養病床を有する病院又は診療所が、それぞれの施設として満たすべき

人員・施設基準（ユニット型介護老人保健施設及び二一
老人保健施設並びにユニット型指定介護療養型医療施設及ぴ一部ユニッ

上里一に関するものを除く。）を満たしていれば
足りるものとする。また、本体施設が療養病床を有する病院又は診療所

については、それぞれの施設として満たすべき施設基準に加えて消火設

備その他の非常災害に際して必要な設備を有することとしている。
（2）　　（略）

2・3　（略）

4　一　ユニ・ト型定短入

　　　　一ユニ・ト型　　　　療養

護の事業

言事　月の　　方　並びに設

び運 に る についてま 一 三 及び 四節ではな

　　　く　六にめるころによるので　オお　に
　　　基準については、第二節に定めるところによるので、留意すること。

　　　　　　　　　　五　五　の　四は　一　ユニット型短　入所療

　　　慧の事業の基方　は　ユニ・　　　にあってはユニ・ト型　　短
　　　　入所療養介　の事　の基本方針（居宅基準　百五　五　の＝）に、

　　　また、それ以外の部分にあっては指定短　入所療養　　の事　の基
　　　本方針　居宅基準　百四十一　　に定めるところによることを規定
　　　したものである

　　　　これを慈けて　　　　び備品等　1　等の　領、指　　　　所
　　　療養介審の取　方針、看曾及び　学的管理の下における　轟

　　　その他のサービスの提供及び定　の遵守について　居宅基準粥百五

　　　　五条の　五から　百五十五の二　二まで　び　　五　五の二　三

　　　に　ユニ・ト　　の　　と　　尼外の　　の基　を　　している
（3）　運泌　　　居宅基　　百五　五　の二　一

　　　　利用定　並びに指定短　　　療　介護の内容及　　　　’その他の

　　　　　の　については　ユニ・ト　　と　れ£　の　∠の　れぞれに
　　　ついて　　かにしなけ　まオ　オい
　4　　　　　の　　　の

∫（



／へ、 （
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一〇～一二　　（略）

第四　介護予防サービス
　一（略）

二　介護サービスとの相違点

　1～3（略）
　4　指定介護予防短期入所生活介護
　　　身体的拘束等の禁止（予防基準第百三十六条）
　　　予防基準第百三十六条については、内容としては、居宅基準第百二十

　　八条（指定短期入所生活介護の取扱方針）第四項及び第五項と同様であ

　　るので、第三の八の3の（4）の③を参照されたい。（ユニット型指定
　　介護予防短期入所生活介護及び基準該当介護予防短期入所生活介護にお

　　いても同趣旨。）

5　指定介護予防短期入所療養介護

　身体的拘束等の禁止（予防基準第百九十一条）
　予防基準第百九十一条については、内容としては、居宅基準第百四十
六条（指定短期入所療養介護の取扱方針）第四項及び第五項と同様であ

るので、第三の九の2の（2）の②を参照されたい。（ユニット型指定
介護予防短期入所療養介護においても同趣旨。）

三（略）

別表一及ぴ別表二（略）

①　居宅基　第百二　一　　一項　三号に　定する基準は、ユニット

　。∠とそれ£外の。∠のそれぞれで。たさなければならオい

　　日　にユニ・ト。　の1　に対　る　一ビスの　　に当たる看

　護職又は介職がその時間においてそ諺の部の1用
　者に・してサービスの提　を濫㌧　　　　　ることは　　ま’しく

竺（5）　一部ユニット型指定短期入所療 介護事　所のユニット部分につ

いては3に　また　それ£　の　分については1及び2までに、そ
れぞれ定めるところによる

一〇～一二　　（略）

第四　介護予防サービス
　一（略）

二　介護サービスとの相違点

　1～3（略）
　4　指定介護予防短期入所生活介護
　　　身体的拘束等の禁止（予防基準第百三十六条）

　　　予防基準第百三十六条については、内容としては、居宅基準第百二十

　　八条（指定短期入所生活介護の取扱方針）第四項及び第五項と同様であ

　　るので、第三の八の3の（4）の③を参照されたい。（ユニット型指定
　　介護予防短期入所生活介護　一ηユニット型　定　　予　短　入所生活

麓及び基準該当介護予防短期入所生活介護においても同趣旨。）

5　指定介護予防短期入所療養介護
　身体的拘束等の禁止（予防基準第百九十一条）

　予防基準第百九十一条については、内容としては、居宅基準第百四十
六条（指定短期入所生産介護の取扱方針）第四項及び第五項と同様であ

るので、第三の九の2の（2）の②を参照されたい。（ユニット型指定
介護予防短期入所療養介護、一部ユニット型指定介護予防短　入所療養
麓においても同趣旨。）

三（略〉

別表一及ぴ別表二（略）



（別紙2）

○　指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準について（平成12年3月17日老企第43号）
（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一～第四（略）

第五　ユニット型指定介護老人福祉施設

　1～9（略）

・10　勤務体制の確保等
（1）（略）

（2）　ユニット型指定介護老人福祉施設において配置を義務付けることと

　　　したユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、ユ
　　　ニットケアリーダーについては、当面は、ユニットケアリーダー研修

　　　を受講した従業者（以下「研修受講者」という。）を各施設に二名以

　　　上配置する（ただし、ニユニット以下の施設の場合には、一名でよい
　　　こととする。）ほか、研修受講者が配置されているユニット以外のユ
　　　ニットでは、ユニットにおけるケアに責任を持つ（研修受講者でなく
　　　ても構わない。）従業者を決めてもらうことで足りるものとする。

　　　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講
　　　していないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニ

　　　ットケアの質の向上の中核となることが求められる。

　　　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受誕者の数には、

　　　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講し

　　　ていないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するとと

　　　もに、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含

　　　めて差し支えない。

　　　　ユニット型指定介護老人福祉施設（以下（2）においてrユニット
　　　型施設」という。）とユニット型の指定短期入所生活介護事業所（以

　　　下（2）においてrユニット型事業所」という。）が併設されている
　　　場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要はなく、ユ

　　　ニット型施設及び併設するユニット型事業所を一体のものとみなし
　　　て、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよいこととする（た

　　　だし、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所のユニット数の

改　正　前

第一～第四（略）

第五　ユニット型指定介護老人福祉施設

　1～9（略）

10　勤務体制の確保等
（1）（略）

（2）　ユニット型指定介護老人福祉施設において配置を義務付けることと

　　したユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、ユ
　　ニットケアリーダーについては、当面は、ユニットケアリーダー研修

　　を受講した従業者（以下r研修受講者』という。）を各施設＿鐘三

　　三一しに二名以上配置する（ただし、ニユニット
　　以下の施設の場合には、一名でよいこととする。）ほか、研修受講者
　　が配置されているユニット以外のユニットでは、ユニットにおけるケ
　　アに責任を持つ（研修受講者でなくても構わない。）従業者を決めて

　　もらうことで足りるものとする。
　　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講

　　していないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニ

　　ットケアの質の向上の中核となることが求められる。

　　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講し

　　ていないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するとと
　　もに、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含
　　めて差し支えない。

　　　ユニット型指定介護老人福祉施設（以下（2）において「ユニット

　　型施設』という。）とユニット型一上型の指定短期入所
　　生活介護事業所（以下（2）においてrユニット型事業所」という。）

　　が併設されている場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置す
　　る必要はなく、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所を一体
　　のものとみなして、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよ

〆（、

（



イ（・、

合計がニユニット以下のときには、一名でよいこととする。）。

　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検

討する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの従業者
について研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。

（3〉（略）

11（略）

（削る〉¶

ぞ＼

六

2

いこととする（ただし、ユニット型施設及び併設するユニット型事業

鰍ﾌユニット数の合計がニユニット以下のときには、一名でよいこと
ﾆする。）。

@なお、平成十八年四月一　の時点で前一の　件を　たす研修呂講者

が二名に満たない施設については　　　九　三三十一日までの間
に　たせばよいこととする

　　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検

@討する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの従業者
@について研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。

R）（略）

i略）

黶Bユニット型定言老人一　施設
六　の題目

平十五年四月一日に現に存する指定介護老人福祉施設（建築中のもの
を　む　が　その建　を・日£　に　　、　　又は　　して施　の一

にユニ・トをやり　ユニ・ト　ア　行’　　また　同日において　に干
する指定介言老人福祉施設　建　　の　の　　む　が同日において　に
有している（建　中のものを含む　ユニットで施設の一部においてユニ

ットケアを行う場Aはこれを一ユニ・ト型指定介護老人福祉施設とし
その基本方針並びに設備及び運　に　　る基　については、　一章、　三
章及び　四　ではなく　　六章に　めるところによるものである　なお、

人　に　する基準については　　二　　　甑ノ　　二条）に定めるところ
によるので、留意すること

基本方針

譓�1令　五十一　は　一　ユニ“ト型　定　　老　一　　　の　本方

針は　ユニ“　　　に　ってはユニット1　　響　　福祉施設の基本方
針（基準ノ令第三十九条）に　また　それ以外の部分にあっては指定介護
老人福祉施設の基　方針（基準省令　一条　に定めるところによることを

規定したものである

これを受けて　設備、利用料　の癌　　指定介罷一祉施設サービスの取
方針、介　　　事　土会生活上の便宜の提　　　隻　体制の確保等及び

定の遵守について　基準省令　五十二条から第五十七条まで　　五十九

び六十　に　ユニ・ト部分の基準とそれ£外の部分の基準を　定し

並



（別紙2）

3

入居　入　　定　並びに指
　　　　　　ノ　　五　八

老人一施サービスの内容及び」
料その他の　用の額については　ユニッ陪分とそれ以外の　分のそれぞ
れについて口らかにしなければならない

4　従業者の配置の基準等
（1）　基準！令　二　　一項　三号イに　定する基準は　ユニット部分と

それ£外の部分のそれぞれで　たさなければならない
2 日中にユニット部分の入居者に対するサービスの提供に当たる介

職員又は看護職　が　その時間帯においてそれ以外の部　の入所者に

対してサービスの提　をた’　　飼とすることは、望ましくない。

5　一部ユニット型指　介・老人福祉施設のユニット部∠については第五
に　また、それ以外の　　については　二から　四までに　　れぞれ定め

　るところによる

r＼ 「（、
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（別紙3）

○　介護老人保健施設の人員、，施設及び設備並びに運営に関する基準について（平成12年3月17日老企第44号）
（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一～第四　て略）

第五　ユニット型介護老人保健施設

　1～9　（略）
　10勤務体制の確保等（基準省令第四十八条）
　（1）　（略）

　（2）　ユニット型介護老人保健施設において配置を義務付けることとした
　　　　ユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、ユニッ
　　　　トケアリーダー研修を受講した職員（以下「研修受講者」という。〉

　　　　を各施設に二名以上配置する（ただし♪ニユニット以下の施設の場合

　　　　には、一名でよいこととする。）ほか、研修受講者が配置されている
　　　　ユニット以外のユニットでは、ユニットにおけるケアに責任を持つ（研

　　　　修受講者でなくても構わない。）職員を決めてもらうことで足りるも
　　　　のとする。

　　　　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講

　　　・していないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニ
　　　　ットケアの質の向上の中核となることが求められる。

　　　　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　　　　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講し

　　　　ていないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するとと

　　　　もに、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含
　　　　めて差し支えない。

　　　　　ユニット型介護老人保健施設（以下（2）において「ユニット型施
　　　　設」という。）とユニット型の指定短期入所生活介護事業所（以下（2）

　　　　において「ユニット型事業所」という。）が併設されている場合には、

　　　　研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要はなく、ユニット型施
　　　　設及び併設するユニット型事業所を一体のものとみなして、合計二名

　　　　以上の研修受講者が配置されていればよいこととする（ただし、ユニ
　　　　ット型施設及び併設するユニット型事業所のユニット数の合計がニユ
　　　　ニット以下のときには、一名でよいこととする。）。

改　正　前

第一～第四　　（略）

第五　ユニット型介護老人保健施設
　1～’9　（略）

　10　勤務体制の確保等（基準省令第四十八条）

　（1）　（略）

（2）　ユニット型介護老人保健施設において配置を義務付けることとした

　　ユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、ユニッ
　　トケアリーダー研修を受講した職員（以下「研修受論者』という。）

　　を各施設」一しに二名以上配置する（た
　　だし、ニユニット以下の施設の場合には、一名でよいこととする。）
　　ほか、研修受講者が配置されているユニット以外のユニットでは、ユ
　　ニットにおけるケアに責任を持つ（研修受講者でなくても構わない。）

　　職員を決めてもらうことで足りるものとする。

　　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講
　　していないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニ
　　ットケアの質の向上の中核となることが求められる。

　　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講し

　　ていないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するとと

　　もに、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含
　　めて差し支えない。

　　　ユニット型介護老人保健施設（以下（2）において「ユニット型施

　　設」という。）とユニット型一上型の指定短期入所生活
　　介護事業所（以下（2）において「ユニット型事業所」という。）が

　　併設されている場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置する
　　必要はなく、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所を一体の
　　ものとみなして、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよい
　　こととする（ただし、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所
　　のユニット数の合計がニユニット以下のときには、一名でよいことと



　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検

討する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの職員に

ついて研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。

（3）　　（略）

11　（略）

（削る）

！（・

　　　する。）。

　　　　なお、平　十八　四月一日の時点で前記の要件を満たす研修受講者

　　　が二名に満たない施設については、平成十九年三　三　一日までの

　　　に満たせばよいこととする。

　　　　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検

　　　討する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの職員に
　　　ついて研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。
（3）　（略）

11　（略）

六
一
1

一　ユニ“　押　　老人　　II設
　六章の趣ヒ（基準’令　五十一条）

平十七十月一日にに　る盤老 建　　の　のを含

む）が、その建物を同日£ に改修 改 又は して の一部にユ

ニットを造り、ユニットケアを行う場合、また　同日において現に　する

　慧　　保健施　　建　　のものを　む　が・日において　に有してい
る　建　　のものを　む　ユニットで施設の一部においてユニットケア

　把’Aまこを一ユニ“ト　豊老　　1とし　の
針並びに施設、設備及び’営にする基準については　　一章　　三章及
び　四章ではなく　　六　に定めるところによるものである　なお、人員

に関する基　については、第二章（基準省令　二条）に定めるところによ

るので留すること

2基本方針基！A五二
　　基準ノ令五十二　は一ユニ“ト型　”老　　　　の　　　針ま、
ユニ・ト　分にあってはユニット　　響老人　健施設の基本方針　基準！

令第四十条）に　また　それ’外の部分にあっては介　老　保健施設の基

本方針（基準ノ　　一条）に定めるところによることを　定したものであ

し　　これを感けて　施設及び設　、利用料の受領、介。保健施　サービスの

取　方針　　言及ぴ医学的管理の下における介護、　事、その他のサービ

スの提供、勤務体制の　　　及び定員の遵守について　基　ノ令　五　三

条から　六　一条までに　ユニ・　　∠の基準とそれ£　の　　の　　を
規定している

3　運営規程（基準ノ　　五　九
　　入居（入用）定　並びにサービスの提供の内　　び　用の　については

ユニットp　とそれ£　の　　の　れ’れについて明らかにしオければな

処4　　　　の　　　の

（



／へ、 r（、

（別紙3）

（1）　基準省令　二条第一 に　定する基準は　ユニット部分とそ
れ芝外の部∠のそれぞれで満たさなければならない

（2）　日中にユニット部　の入居者に対するサービスの提供に　たる

た　　れ£外のp分については　二か　　四までに

5

職又は介護職が、その時間においてそれ以外の部分の入所者に
対してサービスの提供を行㍗　　制とすることは　望ましくない
　ユニ・ト　　　老　　健施　のユニ・　　　については　五に　ま

めるとこ
ろによる。



（別紙4）

○　指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準について（平成12年3月17日老企第45号）

（傍線の部分は改正部分）

改　正　後

第一～第四　　（略）

第五　ユニット型指定介護療養型医療施設

　1・2　（略）
　3　設備の基準（基準省令第三十九条、第四十条及び第四十一条）
　（1〉～（3）　　（略）

　（4）　猛室（第一号イ）
　　　①～④　（略）

　　　⑤病室の面積等
　　　　　ユニット型指定介護療養型医療施設では、居宅に近い居住環境の下

　　　　で、居宅における生活に近い日常の生活の中でケアを行うため、ム匠

　　　　患者は長年使い慣れた箪笥などの家具を持ち込むことを想定してお
　　　　り、病室は次のいずれかに分類される。
　　　　イ・ロ　　（略）

　（5）～（9）　　（略）

　4～9　（略）
　10　勤務体制の確保等（基準省令第四十八条）
　（1）　　（略）

　（2）　ユニット型指定介護療養型医療施設において配置を義務付けること
　　　　としたユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、

　　　　ユニットケアリーダー研修を受講した職員（以下r研修受講者』とい

　　　　う。）を各施設に二名以上配置する（ただし、ニユニット以下の施設
　　　　の場合には、一名でよいこととする。）ほか、研修受講者が配置され

　　　　ているユニット以外のユニットでは、ユニットにおけるケアに責任を

　　　　持つ（研修受講者でなくても構わない。）職員を決めてもらうことで

　　　　足りるものとする。

　　　　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をり一ダー研修を受講
　　　　していないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニ
　　　　ットケアの質の向上の中核となることが求められる。

改　正　前

第一～第四　　（略）

第五　ユニット型指定介護療養型医療施設

　1・2　（略）
　3　設備の基準（基準省令第三十九条、第四十条及ぴ第四十一条）

　（1）～（3）　　（略）

　（4）　塑（第一号イ）
　　　①～④　（略）

　　　⑤病室の面積等
　　　　　ユニット型指定介護療養型医療施設では、居宅に近い居住環境の下

　　　　で、居宅における生活に近い日常の生活の中でケアを行うため、△堕

　　　　墨壷は長年使い慣れた箪笥などの家具を持ち込むことを想定してお
　　　　り、遼墾茎は次のいずれかに分類される。
　　　　イ・ロ　　（略）

　（5）～（9）　　（略）

　4～9　（略）
　10　勤務体制の確保等（基準省令第四十八条）
　（1）　　（略）

　（2）　ユニット型指定介護療養型医療施設において配置を義務付けること
　　　　としたユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、

　　　　ユニットケアリーダー研修を受講した職員（以下「研修受講者』とい

　　　　う。）を各施設」一＿に二名以上配置する
　　　　（ただし、ニユニット以下の施設の場合には、一名でよいこととする。）

　　　　ほか、研修受講者が配置されているユニット以外のユニットでは、ユ
　　　　ニットにおけるケアに責任を持つ（研修受講者でなくても構わない。）

　　　　職員を決めてもらうことで足りるものとする。

　　　　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講
　　　　していないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニ

　　　　ットケアの質の向上の中核となることが求められる。

ノ『、 （、



冷、
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　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講し

ていないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するとと

もに、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含

めて差し支えない。

　ユニット型指定介護療養型医療施設（以下（2）においてrユニッ
ト型施設』という。）とユニット型の指定短期入所生活介護事業所（以

下（2）においてrユニット型事業所」という。）が併設されている
場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要はなく、ユ

ニット型施設及び併設するユニット型事業所を一体のものとみなし
て、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよいこととする（た

だし、ユニット型施設及ぴ併設するユニット型事業所のユニット数の
合計がニユニット以下のときには、一名でよいこととする。）。

　また、今後の研修受話者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検

討する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの職員に
ついて研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。

（3）　　（略）

11　（略）

（削る）

へ，

11

六

　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

末ﾊは、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講し
ﾄいないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するとと

烽ﾉ、ユニットケアに関して指導及ぴ助言を行うことができる者を含
ﾟて差し支えない。

@ユニット型指定介護療養型医療施設（以下（2）において「ゴニッ
g型施設」という。）とユニット型又は一部ユニット型の指定短期入
所生活介護事業所（以下（2）において「ユニット型事業所」という。）

ｪ併設されている場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置す

髟K要はなく、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所を一体
ﾓものとみなして、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよ

｢こととする（ただし、ユニット型施設及び併設するユニット型事業

鰍ﾌユニット数の合計がニユニット以下のときには、一名でよいこと
ﾆする。）。

@なお　’　八　四月一日の時、。で前記の　　を　たす研修呂言者

が二名に　たない1設については平十九　三月三一日までの閉
に満たせばよいこととする

　　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検

@討する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの職員に
@ついて研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。
R）　（略）

@（略）

齦買�jット型指定介言療養型医療施設
六　の趣旨

’成　七　　月一日に現に存する指定介護療養型医療施設（建築中のも

のを含む　が、その建　を月日以　に修改又は　　して施設の一
にユニ“ト　’り　ユニットケアを把’　A、また、同日において　に
す　指定介護療養型医療施設・建　　のものを含む。）が同日において

に有している　建　　のものを含む。　ユニットで施設の一。において

ユニットケアを疽う場合は、これを一部ユニット型指定護春型医療施
設としその基本方並びに　　　　及び運営に関する基　については、

一章　　三　　び　四章ではなく　　六章に定め　ところによる　ので
ある　なお、　　に　　る　　については、　二　　（　！　　二　　に
定めるところによるので　　，　ること。

遡基‘ノ令五一　ま　一　ユニット型　　　　養壇　　1の基本
方　は　ユニ・ト　　に　ってはユニット　　　奮　　　　　設の基



（別紙4）

本方針（準ノ令　三十八条　に、また　それ諺外の　　にあっては指定

誓療 型 療 の 針
’

一 に めるところによる

　これを　｝て　　備　サービスの取扱方針、看　及び医学的管理の下に

お1る介 事　その他のサービスの提供等、勤務体制の確・　ぴ定
の遵守について 省五十＝条から六十一条までにユニ・ト

部　の基　とそれ以外の部　の基準を規定している

3　　榔
ノ

五　九

入院患者の定　並びにサービスの提供の内容及ぴ費用の額については、

ユニット とそれ£外の　　のそれぞれについて明らかにしなければな

幽　1 ！令二条一項二号及び＝号、　二条二項二号及ぴ
第三号又は第二　　三項　二号　び
ト

に規定する基準は、ユニ・

（2）　日　にユニット。　の　　患　に・　るサービスの提供に当たる看
　　　　　とそれ覚　の　　のそれぞれで　たさなければならない

職員又は介護職　が　その時帯においてそれ身外の　　の入兀患

に・してサービスの　　を紀い　　　1とすことは　　ましくオ

に　また、それ以外の部分については　一から　四までに、それぞれ定め
5　一。ユニット型’定量療養　医療施設のユニット部　については五
　　比

　るところによる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

．（ ，ρ、
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1 （別紙5）

O　特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準について（平成12年3月31日老発第214号）
（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一～第四（略）

第五　ユニット型特別養護老人ホーム

　1～8（略）

9　勤務体制の確保等
（f）（略）

（2）ユニット型特別養護老人ホームにおいて配置を義務付けることとした

　ユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、ユニット

　ケアリーダー研修を受講した職員（以下「研修受講者」という。）を各
　施設に二名以上配置する（ただし、ニユニット以下の施設の場合には、

　一名でよいこととする。）ほか、研修受講者が配置されているユニット
　以外のユニットでは、ユニットにおけるケアに責任を持つ（研修受講者
　でなくても構わない。）職員を決めてもらうことで足りるものとする。

　　この場合、研修受講者は、研修で得た知熾等をリーダー研修を受講し
　ていないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニット
　ケアの質の向上の中核となることが求められる。
　　また、ユニットリ・一ダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講して

　いないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するととも
　に、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含めて
　差し支えない。

　　ユニット型特別養護老人ホーム（以下（2）においてrユニット型施
　設』という。）とユニット型の指定短期入所生活介護事業所（以下（2）

　において「ユニット型事業所」という。）が併設されている場合には、

　研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要はなく、ユニット型施設
　及び併設するユニット型事業所を一体のものとみなして、合計二名以上
　の研修受講者が配置されていればよいこととする（ただし、ユニット型
　施設及ぴ併設するユニット型事業所のユニット数の合計がニユニット以

改　正　前

第」～第四（略）

第五　ユニット型特別養護老人ホーム

　1～8（略）

9　勤務体制の確保等
（1）（略）

ず

（2）ユニット型特別養護老人ホームにおいて配置を義務付けることとした

　ユニットごとの常勤のユニットリーダーについては、当面は、ユニット

　ケアリーダー研修を受講した職員（以下「研修受講者』という。）を各

　施設」ヒー＿に二名以上配置する（ただし、
　ニユニット以下の施設の場合には、一名でよいこととする。）ほか、研
　修受講者が配置されているユニット以外のユニットでは、ユニットにお
　けるケアに責任を持つ（研修受講者でなくても構わない。）職員を決め
　てもらうことで足りるものとする。

　　この場合、研修受講者は、研修で得た知識等をリーダー研修を受講し
　ていないユニットの責任者に伝達するなど、当該施設におけるユニット
　ケアの質の向上の中核となることが求められる。

　　また、ユニットリーダーについて必要とされる研修受講者の数には、

　当面は、ユニットリーダー以外の研修受講者であって、研修を受講して
　いないユニットリーダーに対して研修で得た知識等を伝達するととも

　に、ユニットケアに関して指導及び助言を行うことができる者を含めて
　差し支えない。

　　ユニット型特別養護老人ホーム（以下（2）において「ユニット型施

　設」という。）とユニット型一上製の指定短期入所生活介
　護事業所（以下（2）においてrユニット型事業所」という。）が併設
　されている場合には、研修受講者をそれぞれに二名以上配置する必要は
　なく、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所を一体のものとみ
　なして、合計二名以上の研修受講者が配置されていればよいこととする



下のときには、一名でよいこととする。）。

　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検討

する予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの職員につい

て研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。

（3）（略）

10（略）

（削る） 第六

2

（ただし、ユニット型施設及び併設するユニット型事業所のユニット数

ﾌ合計がニユニット以下のときには、一名でよいこととする。）。

@なお、　　　八　四　一日の∬点で能のイを　た研修善言　が
二　に　たない　　については　　　十九　三　三　一日までの閉に

たせばよいこと　　る
　　また、今後の研修受講者の状況等を踏まえた上で、配置基準を再検討

ｷる予定であるので、この当面の基準にかかわらず、多くの職員につい
ﾄ研修を受講していただくよう配慮をお願いしたい。

R）（略）

i略）

齦買�jット型特別　　老人ホーム
四　の趣旨

五　四月一日に　に　　る　lj養言老人ホーム（建　　の　のを

む）が、その建物を同日以　に改修　改　又は　　して　設の一。に
ユニットを造、ユニットケアを行う場合、また、同日において　に存す
る特別　　老　ホーム　建　　の　のを　む）が同日において　に　し
ている　建　　の　の　　　　ユニ・トで1の一　においてユニ・ト
ケアを行う場合は　これを一　ユニット型別養護老人ホームとし、その
基本方針並びに備及び　　に　する基準については　　二　ではなく、

四　に定めるところによ　　のである。なお、　　にする基準につい
ては基準　　二　に定めるところによるので　　　　ること
基本方針

基準　四十四条は　一部ユニット型特別養護老人ホームの基本方針は、

ユニット部　にあってはユニット型特別養一老人ホームの基本方針基準
三十三条　に　また、それ以外の　　にあっては特別養言老人ホームの

基　　　　　　　二　　に　めるとこ　によることを　　した　のである。

こ　　　1て、　備　サービスの　　方針、介　　　事　土ム生活上の
便宜の提供等　　務制の確保等及び定　の遵守について、基準　四　六

条から　五十二条までにユニ・ト　の基準とそれ2　の　　の基
規定している。

運’規程（基準　四十五条

入居入）定並びにサービスの　供の内旋及び　　の　については
ユニット部分とそれ以外の部分のそれぞれについて明らかにしなければな
らない。

職　の配　の基準等

（ （、



r（・ へ、、

（別紙5）

第七・第八（略）

（削る）

、

（2）　日中にユニット部分の入居者に対するサービスの提供に当たる
　　れ以外の　　のそれぞれで　たされなければならない。

1 一項　四　イに　　する　準は　ユニット部分とそ

職員又は看。職員が、その時り帯においてそれ以外の部分の入所　に

対してサービスの提を担う　　　1と　ることは　　ましくない
5　一部ユニット型特別　　老人ホームのユニット　　については　五に、
また、それ£　の　　については　一から　四までに、それぞれ定めると
ころによる

第七・第八（略）

九　一部ユニ・ト型地　　着型　別　　老人ホーム

一Rユニット型地域密着型特別養護老人ホームの設備及び運営に関する
基　については、　七章の定めるところによる　のである

2　一部ユニット型地　密
は　八に　また　それ£　の　　については　七に　それぞれ魯めるとこ
　　　　　　　　　　　　　別　轟老人ホームのユニ・ト　　について

泌



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙6）

O　指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスに関する基準について（平成18年3月31日老計発0331004・老振発0331004・老老発0
331004）

（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一・第二（略）

第三　地域密着型サービス
　一～五（略）

　六　地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
　　．1～4（略）

　　5　ユニット型指定地域密着型介護老人福祉施設
　　（1）～（9）　（略）

　　（10）（略）

（削る）

改　正　前

第一・第二（略）

第三　地域密着型サービス
　一～五（略）

　六　地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

　　1～4（略）
　　5　ユニット型指定地域密着型介護老人福祉施設
　　　（1）～（9）（略）
　　　（22）（略）

　　6　一部ユニ・ト型指定　　老人一　施

　　　　基準　百七十一条は、一部ユニット型指定地域密着型

施の基方は、ユニット部分にあってはユニ・ト定地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護老

型　　老人　祉施設の基本方針　基準　百五十九条）に
また　それ£　の　∠にあっては　　地

　の

型　　老 施

こ定めるところこよることを
したものである

これを受けて、設備利用　等の必 定地 型　蓄老

人一　施　入 活　言の取　方針　介言

　　　の

事　土会生活上

の便宜の提供 びのについて基

（2

十条に、ユニッ陪　　の基　とぞれ以外の部分の基準を規定して
　　　七　四　か　　　七　七　　で、　百七十九条及び　百八

甑　運 定（基準　百七十八
入居（入　） 並びに指定地域密着　介9老人　止施設入居

者生活介　の内　及び利用料その他の　用の　については、ユニ

ッ陪　　とそれ以外の部分のそれぞれについて明らかにしなけれ
ばならない

，・（＼ ，（・



〆〔＼ 「〆

第四（略）

　　　①　基準第百三 一項　三号イに規定する基準は、ユニッ
陪　　とそれ以外の部∠のそれぞれで　たさなければならない

②　日劇こユニット部分の入居者に対するサービスの提供に当た

　る響職　は　　がその時　においてそれ芝外の
　　の　　　に・して　一ビスの　　　心い　　　Uとすること

（4）　一目ユニット型指定地　密　型　書老人一　施設のユニット。

第四（略）

については第三の六の5に、また、それ以外の部分については
三の六の2から4までに　それぞれ　めるところによる



（別紙7）

O　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に

要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について（平成12年3月8日老企第40号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一　　（略）

第二　居宅サービス単位数表（短期入所生活介護費から特定施設入居者生活介

　護費に係る部分に限る。）及び施設サービス単位数表

　1　通則
　（1）～（4）　　（略）

　（5）　人員基準欠如に該当する場合等の所定単位数の算定について
　　　①～④　　（略）

　　　⑤　看護・介護職員については、最も低い所定単位数を算定するために

　　　　必要な員数を満たさない場合にはじめて人員基準欠如となるものであ
　　　　り、最も低い所定単位数を基にして減算を行うものであること（した
　　　　がって、例えば看護六：一、介護四：一の職員配置に応じた所定単位
　　　　数を算定していた指定介護療養型医療施設において、看護六：一、介

　　　　護四：一を満たさなくなったが看護六：一、介護五：一は満たすとい

　　　　う状態になった場合は、看護六：一、介護四：一の所定単位数に一〇

　　　　〇分の七〇を乗じて得た単位数ではなく、看護六：一、介護五：一の
　　　　所定単位数を算定するものであり、看護六：一、介護六：一を下回つ
　　　　ではじめて人員基準欠如となるものであること）。なお、届け出てい
　　　　た看護・介護職員の職員配置を満たせなくなった場合には、事業者又
　　　　は施設は該当することとなった職員配置を速やかに都道府県知事に届

　　　　け出なければならないこと。また、より低い所定単位数の適用につい

　　　　ては、③の例によるものとすること。
　　　　　ただし、ユニット型短期入所療養介護事業所又はユニット型指定介

　　　　護療養型医療施設については、看護六：一、介護四：一を下回る職員

　　　　配置は認められていないため、看護六：一、介護五：一、看護六：一、

　　　　介護六：一の職員配置に応じた所定単位数を定めておらず、職員配置

　　　　が看護六；一、介護四：一を満たさない場合は人員基準欠如となるも
　　　　のであり、看護六：一、介護四：一の所定単位数に一〇〇分の七〇を

　　　　乗じて得た単位数を算定する。

改　正　前

第一　（略）

第二　居宅サービス単位数表（短期入所生活介護費から特定施設入居者生活介

　護費に係る部分に限る。）及び施設サービス単位数表

　1　通則
　（1）～（4）　　（略）

　（5）　人員基準欠如に該当する場合等の所定単位数の算定について
　　　①～④　　（略）

　　　⑤　看護・介護職員については、最も低い所定単位数を算定するために

　　　　必要な員数を満たさない場合にはじめて人員基準欠如となるものであ
　　　　り、最も低い所定単位数を基にして減算を行うものであること（した

　　　　がって、例えば看護六：一、介護四」一の職員配置に応じた所定単位
　　　　数を算定していた指定介護療養型医療施設において、看護六：一、介

　　　　護四：一を満たさなくなったが看護六：一、介護五：一は満たすとい

　　　　う状態になった場合は、看護六：一、介護四：一の所定単位数に一〇

　　　　〇分の七〇を乗じて得た単位数ではなく、看護六：一、介護五：一の
　　　　所定単位数を算定するものであり、看護六：一、介護六：一を下回っ
　　　　ではじめて人員基準欠如となるものであること）。なお、届け出てい
　　　　た看護・介護職員の職員配置を満たせなくなった場合には、事業者又
　　　　は施設は該当することとなった職員配置を速やかに都道府県知事に届

　　　　け出なければならないこと。また、より低い所定単位数の適用につい
　　　　ては、③の例によるものとすること。

　　　　　ただし、ユニット型短期入所療養介護事業所」ヒー
　　　　短期入　　養介護事業所のユニットR　　　む　又はユニット型指

定介護療養型医療施設　一　ユニ・ト型指定介護療養型医療施設のユ

三一については、看護六：一、介護四：一を下回る
職員配置は認められていないため、看護六；・一、介護五：一、看護六

：一、介護六：一の職員配置に応じた所定単位数を定めておらず、職

員配置が看護六：一、介護四：一を満たさない場合は人員基準欠如と

、（、 、（



r（・

　⑥　　（略）

（6）～（10） （略）

2　，短期入所生活介護費

」遮L　（略）
』L　併設事業所について
　　①　　（略）

　　②　併設事業所における所定単位数の算定（職員の配置数の算定）並び

　　　に人員基準欠如・夜勤を行う職員数による所定単位数の減算について

　　　は、本体施設と一体的に行うものであること。より具体的には、

　　　イ　指定介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設を含む。以

　　　　下（3）並びに（6）から（8）までにおいて同じ。）の併設事業
　　　　所の場合は、指定介護老人福祉施設の入所者数と短期入所生活介護
　　　　の利用者数を合算した上で、職員の配置数の算定及び夜勤を行う介
　　　　護職員又は看護職員の配置数を算定すること。したがって、例えば、

　　　　前年度の平均入所者数七〇人の指定介護老人福祉施設に前年度の平
　　　　均利用者数二〇人の短期入所生活介護事業所が併設されている場合

　　　　は、併設型短期入所生活介護費（1）（三：一の人員配置に対応する

　　　　もの）を算定するために必要な介護職員又は看護職員は合計で三〇

　　　　人であり、必要な夜勤を行う職員の数は四人であること。

・（干

　　なるものであり、．看護六：一、介護四：一の所定単位数に一〇〇分の

　　七〇を乗じて得た単位数を算定する。
　⑥　（略）
（6）～（10）　　　（略）

2　短期入所生活介護費
（1）　一　ユニ“ト　指定短　　　生活介言事業　において　定　立

　　　定るための施基　について
　　　一部ユニット型指定短期入所生活介護事業所が短　　　生活介

　　の　定単　　を算定　るためには、　護職　　は　　　　の　　が
　　　当該事業　全体と当該　業　のユニット部　以外の部　のそれぞれに

　　ついて所定の　数（三：一の職　配　）を　いていることが必要であ

　　　るまた一ユニット型　短入生活蠹毒　がユニット型
　　短期入　生活介護費の所定単位数を算定　るためには、　　職員又は

　　　　　　の　数が、当該事業所全体と当該事　月のユ喜ット部　のそ

　　れぞれについて　定の　　（三：一の職員配　）を　いていることが

　　　　二十六号　以下「施設基準　といい　　七　　。

　　　　なお、夜勤を行う職の数については、当該事業所のユニット部
　　　分及びユニット。　諺外の　　のそれぞれについて　定の　　を　い

　　　ていることが必要であること　　　　　基準　一

逃L　（略）
』L　併設事業所について
　　①　　（略）

　　②　併設事業所における所定単位数の算定（職員の配置数の算定）並び

　　　に人員基準欠如・夜勤を行う職員数による所定単位数の減算について
　　　は、本体施設と一体的に行うものであること。より具体的には、

必　である 生　　大臣が　める1 二 生ノ 一
ホ

イ　指定介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設を含む。以

　下．皇」L並びに（8）から（10）までにおいて同じ。）の併設事業

　所の場合は、指定介護老人福祉施設の入所者数と短期入所生活介護
　の利用者数を合算した上で、職員の配置数の算定及び夜勤を行う介
　護職員又は看護職員の配置数を算定すること。したがって、例えば、

　前年度の平均入所者数七〇人の指定介護老人福祉施設に前年度の平
　均利用者数二〇人の短期入所生活介護事業所が併設されている場合

　は、併設型短期入所生活介護費（1）（三：一の人員配置に対応する

　もの）を算定するために必要な介護職員又は看護職員は合計で三〇

　人であり、必要な夜勤を行う職員の数は四人であること。

　　なお、本施設が一　ユニ、ット型指定介言老人一止施設であって



　　ロ　（略）
　③　　（略）

（4）　　（略）

〆・（・

（別紙7）

　　　設事業月がユニット型指定短　入　生活　蓄事業　である　A
’　は　本体　設のユニット部分と一体的な取扱いが属一われるものであ

る また、 が一 二二・ト型指定介曾老 一止 設であっ

て、併設事　　が　　短　入　生 事　　であってユニット型

定短　入 でオい　Aは のユニット部

　　　　イ以外の部分と一体　な

　　　ロ　（略）

　　③　　（略）

（5）　　（略）

』L一ユニ・ト」短

いが一 ので

生護事業月における介護職び
の 基　欠如 について

　一部ユニ・ト型指定短期入　生活　　事　　の短

に、る　曇　　又は看護職員の　　基準欠如による

入用生活介護

定単　数の減算

は、当該事 全 と のユニ“ト 彦外の のどちら

か一方で所定の　数（三：一の職　　　　を　いていない　Aに彪わ

れ　　のである　ユニット型短　入所生活　護費に係る介護職員又は

看職の人基準欠如による定立数の減は当該事業全
と当該事　　のユニ・トη　のどちらか一方で　定の　　（三：一の

　　　　　　　いていない　△に一われる　のであること（通所介護

の 二 ロからホまで
また　一　ユニット型指定短期入　生　　響 の短 生

又はユニ・ト型短 入用生活介 に る 制による減算は、

当該施設のユニット　　　はユニット部分以外の部　について　定の

　　　　いていないAについて設利者　に・し一われるも
のであること　具体的にはユニット　　こついて夜勤体制による
を満たさずユニット以外の部∠について夜勤体制の要　を　たす場合

であって 施設1用者全 に対し の が記われることとオ

L　　　指定短　　　生　　　事業所を　　　る　　　　老人
　短　入　生活介　　用　一〇人、介瞬老人　祉施　入　者五〇人、

　介　・　魯職　二〇人）がユニット型指定短期入　生活　管事業

　（1用　一〇人）を　殺する一　ユニット型指定　　老人福祉施設

　　ユニ・ト　　の入　　ニ　　　ユニ“ト　£外の　　の入
　三〇人）に転換した場合において、一部ユニット型介言老人福祉施

　設のユニット　　の入　者二〇人とユニ・ト型指定短　入　生活介

　言事　　の利用　一　　を合算した　　者三〇人に対し　二：一の

　　　配　で介誰・　　　　を一五人配　し　ユニット　　　老人一

ll　一ビス　　ユニ“ト　短　　　生　　　・　れ’

，だ、



冷

（5）　ユニットにおける職員に係る減算について

　　　　5の（4）を準用する。
（6）・（7）　　　（略）

廻＿夜勤職員配置加算について
　　①・②　　（略）

③　ユニット型指定短期入所生活介護事業所にあっては、増配した夜勤

　職員については、必ずしも特定のユニットに配置する必要はないもの
　とすること。

皿～運L　（略）

3　短期入所療養介護費
（1）　介護老人保健施設における短期入所療養介護

　①介護老人保健施設短期入所療養介護費を算定するための基準につい

　　て
　　　この場合の短期入所療養介護は、介護老人保健施設の空きベッドを
　　利用して行われるものであることから、所定単位数の算定（職員の配
　　置数の算定）、定員超過利用・人員基準欠如（介護支援専門員に係るも

　　のを除く。）・夜勤体制による所定単位数の減算及び認知症ケア加算に

　　ついては、介護老人保健施設の本体部分と常に一体的な取扱いが行わ
　　れるものであること。したがって、認知症ケア加算については、6の（9）

　　を、また、緊急時施設療養費については、6の」匹）を準用すること。

　　また、注12により、施設基準及び夜勤職員の基準を満たす旨の届出
　　並びに認知症ケア加算の届出については、本体施設である介護老人保
　　健施設について行われていれば、短期入所療養介護については行う必
　　要がないこと。

定）　転換前の介護・看護職　　を　持　るために　一目ユニット

型　定　言老人一盛施設のユニット部∠以外の部分の入所者三〇人

に・し　昔　　　　　を五人しか配　しないとすると、三：一の職

配　を　たさないため　　響　止1設サービス　（三：一の職員

に一　　　の七　　　じて露だ 立 る

（7）　ユニットにおける職員に係る減算について

　　　5の（6）を準用する。
8　・9　　（略）

（10）夜勤職員配置加算について
　　①・②　　（略）

　　③一部ユニ・ト型指定短期入用生活左事
業所のユニット部分とそれ以外の部分のそれぞれについて区別して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　においては　当該事

加　の　　の可否を判断　ることとし、ユニット部∠において加算
の 幅を たした場 にはユニット の1用者について夜勤

己　加　　皿　を、ユニット部分以外の部分において加算の算

④　ユニット型指定短期入所生活介護事業所及一
　短期入用生活　醤事　月のユニ“ト　　にあっては、増配した夜勤

　加　　　（1）を　　　　　　　　それぞれ　定することと　・る

基 を たした △には当 ∠の11 にづいて

　　職員については、必ずしも特定のユニットに配置する必要はないも
　　のとすること。
（11）　～』L　　（略）

3　短期入所療養介護費
（1）介護老人保健施設における短期入所療養介護

　①　介護老人保健施設短期入所療養介護費を算定するための基準につい

　　て
　　　この場合の短期入所療養介護は、介護老人保健施設の空きベッドを
　　利用して行われるものであることから、所定単位数の算定（職員の配
　　置数の算定）、定員超過利用・人員基準欠如（介護支援専門員に係るも

　　のを除く。）・夜勤体制による所定単位数の減算及び認知症ケア加算に

　　ついては、介護老人保健施設の本体部分と常に一体的な取扱いが行わ

　　れるものであること。したがって、認知症ケア加算については、6の（1
　　ユを、また、緊急時施設療養費については、6の」墜）を準用すること。

　　また、注12により、施設基準及び夜勤職員の基準を満たす旨の届出
　　並びに認知症ケア加算の届出については、本体施設である介護老人保
　　健施設について行われていれば、・短期入所療養介護については行う必
　　要がないこと。



　ただし、特定介護老人保健施設短期入所療養介護費を算定した場
合は、認知症ケア加算について算定できない。

　②　（略）
（2）　夜勤職員前置加算について

　　　（略）

（3）・（4）　　（略）

（5）　病院又は診療所における短期入所療養介護

、、

（

（別紙7）

　　ただし、特定介護老入保健施設短期入所療養介護費を算定した場合

　は、認知症ケア加算について算定できない。
②　介護老人保健施乳で　　一　ユニ・　　　　　　　月　　介護事業

　　において　定　立数を　　するための施設基準等について

　　一ユニ・ト型　一入療　弓事　が短　所療介
　の　　　・　を　　　　ためには　　　　　　は介◎　　の数が、

　誓事　所全体と当該事　　のユニ“ト　　以外の部　のそれぞれにつ

　いて所定の　　（三：一の｝配置）を　いていることが必　である
　また、一部ユニ・ト型指定短期入　療養介護事業　がユニ・ト　一

　入療　量の　 立を　　ためこは　・　は
職　の が 全 と 響 のユニ“ト のそれぞ

　れについて　　の　　　三：一の　　配　）を　いていることが必要

③　　“老人　　　澱である一部ユニット型指　短　入日療　　慧

　　におけ　　　　　　び　　　　の　　　準欠如等について

一部ユニット型指定短期入療 の

に、る言職又は。　の　基準欠如による所定単数の減算
は、当該事　　　　　　事　　のユニ・ト部　営外の月　のどちら
か一　で　定の員数（三：一の職　配置）を　いていない　合に　わ

れるものである　ユニ・ト　短　　所療　介護　に係る　サ職　又は

の 基 欠如による 定単 の は 当該事 月

と’　　のユニ“ト　のど　か一で　の　三：一の
職配　 いていない。に行わ　のであるこ　通　言

　また、　　体制による　　は　　　施設のユニット“　又はユニッ
ト部分£外について　定の　　を　いていない場合について施設利用

者全　に・し　われるものであること　具体的にはユニッ陪　　につ

いて　　　によ　　　を　たさ　ユニ“　£　の　　について
体制の　件を満たす　△であっても施設利用者全　に対し減算が行わ

れることとなる（ 基 二号）

　④　（略）

（2）　夜勤職員配置加算について

　①　（略）

　②　一　ユニ・ト　　恐短　入　　　　　事　　の夜　職　配　加　の

　　基　については、当言事　　のユニット部　と　れ諺　の　分のそれ

（3）・（4）　　　（略）

（5）　病院又は診療所における短期入所療養介護

■（、



ぞぐ

　療養病床（医療法等の一部を改正する法律（平成十二年法律第百四
十一号）附則第二条第三項第五号に規定する経過的旧療養型病床群を

含む。以下同じ。）を有する病院、病床を有する診療所、老人性認知

症疾患療養病棟を有する病院における短期入所療養介護

イ　指定介護療養型医療施設の病床であって、介護療養施設サービス

　が行われるもの（以下「介護保険適用病床』という。）における短
　期入所療養介護については、所定単位数の算定（職員の配置数の算

　定）並びに定員超過利用、夜勤体制及び療養環境による所定単位数

　の減算及び加算については、本体施設と常に一体的な取扱いが行わ
　れるものであり、7の（1）、（3）から（7）まで、（9）及び（13）を準用す

　ること。この場合、7の（9）の準用に際しては「医師及ぴ介護支援
　専門員」とあるのは、「医師』と読み替えるものとする。

ロ　医療保険適用病床における短期入所療養介護についても、夜勤体
　制による加算及び減算並びに療養環境による減算については、介護
　保険適用病床における短期入所療養介護の場合と同様に行うものと

　する。また、適用すべき所定単位数（人員配置）については、人員
　配置の算定上、配置されている看護職員を適宜介護職員とみなすこ
　とにより、最も有利な所定単位数を適用することとする。例えば、

　六〇床の病棟で、看護職員が一二人、介護職員が一三人配置されて

　いて、診療報酬上、看護職員五：一（一二人以上）、介護職員五：
　一（一二人以上）の点数を算定している場合については、看護職員

　のうち二人を介護職員とみなすことにより、短期入所療養介護につ

　いては看護職員六：一（一〇人以上）、介護職員四：一（一五人以

　上）に応じた所定単位数が適用されるものであること。なお、7の
　（1）、（3）から（7）まで、（9）及び鯉は、医療保険適用病床の短期入

　所療養介護についても準用する。この場合、7の（9〉の準用に際し

　てはr医師及び介護支援専門員」とあるのは、r医師』と読み替え
　るものとする。

ハ～へ　（略）

！（、、

Q療養病床（医療法等の一部を改正する法律（平成十二年法律第百四
　十一号）附則第二条第三項第五号に規定する経過的旧療養型病床群を

　含む。以下同じ。）を有する病院、病床を有する診療所、老人性認知

　症疾患療養病棟を有する病院における短期入所療養介護
　イ　指定介護療養型医療施設の病床であって、介護療養施設サービス

　　が行われるもの（以下r介護保険適用病床」という。）における短
　　期入所療養介護については、所定単位数の算定（職員の配置数の算

　　定）並びに定員超過利用、夜勤体制及び療養環境による所定単位数
　　の減算及び加算については、本体施設と常に一体的な取扱いが行わ
　　れるものであり、7の（1）、（3）から（7）まで、（9）及び魁を準用す

　　ること。この場合、7の（9）の準用に際しては「医師及ぴ介護支援
　　専門員∫とあるのは、「医師」と読み替えるものとする。

　ロ　医療保険適用病床における短期入所療養介護についても、夜勤体
　　制による加算及ぴ減算並びに療養環境による減算については、介護
　　保険適用病床における短期入所療養介護の場合と同様に行うものと

　　する。また、適用すべき所定単位数（人員配置）については、人員

　　配置の算定上、配置されている看護職員を適宜介護職員とみなすこ
　　とにより、最も有利な所定単位数を適用することとする。例えば、

　　六〇床の病棟で、看護職員が一二人、介護職員が一三人配置されて

　　いて、診療報酬上、看護職員五：一（一二人以上）、介護職員五：
　　一（一二人以上）の点数を算定している場合については、看護職員

　　のうち二人を介護職員とみなすことにより、短期入所療養介護にっ

　　いては看護職員六：一（一〇人以上）、介護職員四：一（一五人以

　　上）に応じた所定単位数が適用されるものであること。なお、7の
　　（1）、（3）から（7）まで、（9）及び」皿は、医療保険適用病床の短期入

　　所療養介護についても準用する。この場合、7の（9）の準用に際し

　　てはr医師及び介護支援専門員』とあるのは、「医師」と読み替え
　　るものとする。
　ハ～へ　　（略）

　　病院又は診療用である一一　ユニ・ト型指定短　入　療　　誓事

　において定立を　するための　　について

が短　入　療　介護費の所定単立数を　定するためには、看護職　又
　　　又は診療　である一　ユニ“ト型指定短　入　療養介3事

は介護職　の　　が　当該事業所全体と当該事　Eのユニット部分以

　の　　のそれれこついて所定の　　　　君六；一　　護四：一の
　員配置）を　いていることが必要である　また、病院又は診療　で

　る一ユニ“ト短　豊事がユニット型短入
　　養介響　の　定　立　を算定するためには、看護職　又は介猛



（6）　指定短期入所療養介護費を算定するための基準について

　イ　指定短期入所療養介護費は、施設基準第十八号に規定する基準に従
　　い、以下の通り、算定すること。

　　a　（略）
　　b　（略）
　　c　施設基準第十八号ハに規定する指定短期入所療養介護費　逗塑△

　　　幽謹が、ユニットに属する療養室等（介護老人保健施設の人
　　　員、施設及ぴ設備並びに運営に関する基準（平成十一年厚生省令第
　　　四十号。以下「介護老人保健施設基準』という。）第四十一条第二
　　　項第一号イ（3）（i）又は指定介護療養型医療施設の人員、設備及び

　　　運営に関する基準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下「指定介
　　　護療養型医療施設基準』という。）第三十九条第二項第一号イ（3）

　　　（i）、第四十条第二項第一号イ（3）（i）若しくは第四十一条第二項

　　　第一号イ（3）（i）（rユニット型個室」という。）の利用者に対して行

　　　われるものであること。

　　d　（略）
　ロ　（略）

（1（＼

（別紙7）

の　　が　当　事　　全　と当該事　　のユニット　のそれ●れ
について所定の員数（看護六：一、介護四：一の　員配　　　　いて

いることが必要である 施 基 二号）。

なお、夜勤を行う職　の　数については、当該事業　全体で　定の

　をいていればりるのである　 基二3 病 は診 である一 ユニ“ト型 定短 入 事

　病又は診療である一部ユニット型　短入療介2業
における看　職　　び　　職　の　　基準欠如等について

の短期入所療養介毛　に係る看　職　又は介　職　の人　基準欠如に

よる所定　　数の　　は　当該事業月全　と当該事　βのユニット。

分以外の部　のどちらか一方で　定の　　　　“六：一　　　四：一

の職員配置）を置いていない場合に行われるものである　ユニット型

短期入　療養介　　に　る 又は　量 の　　基準　ロによ

る　定 の算は、 事 全　と　誠事 のユニ“ト

）
イ
6（

介言事　月の短　入所療　介　又はユニット型短期入所療養介　に、
　なお　病児若しくは診療所である一戸ユニット　　定短　入所療養

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲　　の算定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響四：一の
を　いていない場合に行われ　　ので　　こ
のど　らか一方で　　の　　　　　　　　　　　　　　　六：一

る　　体㈲による　　は　当　事　所全体で月　の　　を　いていな
い場合に　り　彪わ　るものであること　　　　　　　　二号）。

　　指定短期入所療養介護費を算定するための基準について

　　指定短期入所療養介護費は、施設基準第十八号に規定する基準に従
い、以下の通り、算定すること。

　a　（略）

　b　（略）

　c　施設基準第十八号ハに規定する指定短期入所療養介護費　厘塑△

　謹が、ユニットに属する療養室等（介護老人保健施設の人
　員、施設及ぴ設備並びに運営に関する基準（平成十一年厚生省令第
　　四十号。以下「介護老人保健施設基準」という。〉第四十一条第二
　　項第一号イ（3）（i）又は指定介護療養型医療施設の人員、設備及び

　運営に関する基準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下r指定介
　護療養型医療施設基準』という。）第三十九条第二項第一号イ（3）

　　（i）、第四十条第二項第一号イ（3）（i）若しくは第四十一条第二項

　　第一号イ（3）（i）を満たすものに限る。）（rユニット型個室」という。）

　　の利用者に対して行われるものであること。

　d　（略）

ロ　（略）

・（P



／へ、

（7）　（略）

（8）　ユニットにおける職員に係る減算について

　　　5の坐」Lを準用する。
（9）　認知症行動・心理症状緊急対応加算について

　　　2の（9）を準用する。
（10）　若年性認知症利用者受入加算について

　　　2の（10）を準用する。
（11）　療養食加算

　　　2の（11）を準用する。
（12〉　緊急短期入所ネットワーク加算

　　　2の＿Ω老Lを準用する。ただし、①のア中「一〇〇以上」とあるの

　　はr三十以上』と読み替えるものとする。

　①　2の（14）①から④まで及び⑥を準用する。
　②　（略）

（13）　サービス提供体制強化加算について

4　（略）

5　介護福祉施設サービス
（1）　（略）

」胆L　（略）

（

（ン）　（略）

（8）　ユニットにおける職員に係る減算について

　　　5の＿魁＿を準用する。
（9）　認知症行動・心理症状緊急対応加算について

　　　2の（11）を準用する。
（10）　若年性認知症利用者受入加算について

　　　2の」四Lを準用する。
（11）　療養食加算

　　　2の＿Ω亙Lを準用する。

（12）　緊急短期入所ネットワーク加算

　　　2の（14）を準用する。ただし、①のア中「一〇〇以上」とあるの
　　はr三十以上」と読み替えるものとする。

　①　2の（16）①から④まで及び⑥を準用する。
　②　（略）

（13）　サービス提供体制強化加算忙ついて

4　（略）

5　介護福祉施設サービス
（1）　（略）

（2）　一ユニット型定 老人福祉施設において所定　立　を　定す

　　　ユニ“ト型　定　　老
所定単立教を算定するためには　介護職　又は看。職員の　数が、当
　　　　　　　　　　　　　　　施　が　慧

該施設全体と当該施設のユニット部　以外の。

　施　　一ビス　の

のそれぞれについて
所定の　数（三：一の　　配　　を　いていることが必要である。ま

た、一部ユニット型指定

サービス　の

老　　　施設がユニ・ト型　　　　施一

　　るためには　　2　　　ま　2
の員数が、当該施設全体と当該施設のユニット部分のそれぞれについ

て月の　をいていることが必要であること施基準第三十七

3

凱　また、

びユニ・ト　諺外の部∠のそれぞれについて　定の数を　いて

　　　　　勤をたい　　の　　については、当該施設のユニット目

いることが必であること五
　また　施設　準　三　七　にいい入　定　は　量　　　　の　　定
　をい㌧　のであり　ユニ・ト　　とユニ・ト”　以外の部　に区分

した取　いが僧われる　のではえい

　4　　（略）



』L～（6）　　（略）
＿⊆震L　看護体制加算について

　　①指定短期入所生活介護の事業所を併設している場合は、指定短期入
　　　所生活介護事業所とは別に、必要な数の看護職員を配置する必要があ

　　　る。具体的には、2皿」①のとおりとすること。
　　②特別養護老人ホームの空床を利用して指定短期入所生活介護を行っ
　　・ている場合にあっては、指定介護老人福祉施設の入所者と指定短期入

㌔ （

（別紙7）

（5）　一部ユニット型　定　馨老　　　施設における介護職員又は

　　　一　ユニ・ト型指定　　老　　祉施設の介愚福祉施設サービス費に
，

、 は の によ 立　の

は　　　　　　　と　　　　のユニ・ト　　珍　の　　のどちらか一
方で月定の　　（三：一の　　配・）を　いていない場合に行われる

ものである　また　ユニット型　　福祉施設サービス　に係る介言職

　又は　　 の人　　欠如によるE定立の　は当該施設
全体と当該施設のユニット部分のどちらか一方で月定の　数（三：一

の’　己　を　いていないAに紀われる　のであること　通　介

　なお、一　ユニ“ト　指定　　老人福祉施設の　・福　　　サービ

ス　又はユニ“ト 施　サービス　に、る の 基

　　　による　による　は　　全で　の　をいて
いない場合に限り、行われるものであること

（　　　　優者　　　　　　　　　九　　　　　・　　　　三〇
　が一nユニ・’ト　　　老人福祉施　　ユニ“ト。∠の入　　三

　ユニット部　£　の部　の入　者六〇人に　　した　△において

　一ユニ“ト老のユニ“ト∠の＝　　に・し　二：一の職員配　で介護・　言　　を一五人配　し　ユ
　ニット型　護老人福祉施設サービス　を算定）、転換前の介護・看
　　　　　を維持するために　一　ユニット型指定介護老人福祉施設

　のユニット　　以外の部分の入　者六〇人に・し　量・　量　　を
　一五　しか配　しないと　ると　三：一の哉員配置を満たさないた
　め　　翁　並施　　一ビス　についで　　をたい。

また 制による減算は、当該施設のユニット部分又はユニッ

ト。　諺外の部分について　　の　　を置いていない場合について
入　者全　に対し泡われるものであること　具　　には　ユニ・ト

∠について 1の を　たさ ユニット以外の部　について

　　　　　　　の　　を　た　　Aであっても　入　者全員に対し　　　1
　　　の　　が行われることとなる（夜勤職　基準　五号）。

』しん＿軌　（略）
』L看護体制加算について
　　①　指定短期入所生活介護の事業所を併設している場合は、指定短期入

　　　所生活介護事業所とは別に、必要な数の看護職員を配置する必要があ

　　　る。具体的には、2皿」①のとおりとすること。
　　②　特別養護老人ホームの空床を利用して指定短期入所生活介護を行っ

　　　ている場合にあっては、指定介護老人福祉施設の入所者と指定短期入

（，



（

　　所生活介護の利用者を合算したものを「入所者数」として取り扱い、

　　一体的に加算を行うこと。具体的には、2（7）②のとおりとするこ
　　と。

（8）　夜勤職員配置加算について
　①　　（略）

　　②　　（略）

　　③ユニット型指定介護老人福祉施設にあっては、増配した夜勤職員つ
　　　いては、必ずしも特定のユニットに配置する必要はないものとするこ
　　　と。

迎＿　（略）

（10）　若年性認知症入所者受入加算について

　2の（10）を準用する。
（11）～＿鯉L　　（略〉

辺L療養食加算
　　2の皿を準用する。
＿鯉＿　看取り介護加算
　　①　　（略）

　　②　　r二四時間の連絡体制」については、＿位④を準用する。
　　③～⑩　　（略）

」包L～（26）　　（略）

」処　サービス提供体制強化加算について
　　①　2の（14）①から④まで及び⑥を準用する。
　　②　　（略）

6　介護保健施設サービス
（1）　　（略）

ノ（．、
〆

（10）

　所生活介護の利用者を合算したものを「入所者数』として取り扱い、

　一体的に加算を行うこと。具体的には、2（9）②のとおりとするこ
　と。

　夜勤職員配置加算について
①　（略）

②　一部ユニット型指定介護老　一　施設においては　当該施設のユニ

ット部　とそれ以外の。　のそれぞれについて区別して加算の算定の

可・を断ることとしユニット　において加の定基を
たした場合にはユニ・ト　∠の　　者について夜職配加　（皿
イ　はロ　　ユニ・ト。　£外の目　において加　の　　　　を　た
した場△には当 の入 について 加 1 イ又

　　③　（略）

　　④　ユニット型指定介護老人福祉施設一
　　　一にあっては、増配した夜勤職員については、
　　　必ずしも特定のユニットに配置する必要はないものとすること。
（11）　（略）

（12）　若年性認知症入所者受入加算について

　　　　2の（12）を準用する。
（13）～」匹L　（略）

（24）　療養食加算

　　2の鯉を準用する。
（25）　看取り介護加算

　　①　（略）

　　②　　「二四時間の連絡体制』については、一但」④を準用する。

　　③～⑩　（略）

遇し～＿魑L　（略）
」鋤サービス提供体制強化加算について
　　①　2の（16）①から④まで及び⑥を準用する。
　　②　　（略）

　　　はロを、それぞれ　定することとする。

6　介護保健施設サービス
（1）　（略）

』L一部ユニ・ト
めの耽 について

保健施設において　定　立　を算定するた

一部ユニット型介響老人保健施設が介護保健施設サービス　の所定

．　全体と当該施設のユニット部∠以外の。

単立 を ためこは、看護職 又は介 の が、当該施

のそれぞれについて月定



二二L　介護保健施設サービス費（π）若しくは介護保健施設サービス費（皿）

　　　又はユニット型介護保健施設サービス費（皿）若しくはユニット型介護

　　　保健施設サービス費（皿）を算定する介護老人保健施設（以下この号に

　　　おいて「介護療養型老人保健施設」という。）における介護保健施設

　　　サービスについて

　　①　3（1）②イ及びロを準用すること。
　　②　　（略）

　　③　特別療養費について

　　　　3の（1）②ハを準用するものとすること。

　　④療養体制維持特別加算について
　　　　3の（1）②二を準用するものとすること。

週＿　（略）
（4）　ユニットにおける職員に係る減算について

（

の の　一一一

（別紙7）

を　いてい　ことが必　で　ること　ま
た、一部ユニット型介護老 がユニ・ト趣 健施　サー

　　　ビス　の　定　立　を　　　るためには　　　　　又は介護職員の

　　　数が、当該施設全体と当該施設のユニット。　のそれぞれについて所
　　　定の　　を　いていることが必要であること（施設基準　四十五号）。

　　　　また施設基　四五にいい入定は当該設全体の入所定
　　　員をいうものであり、ユニット部分とユニット部　以外の　　に

　　　した取　いが行われるものではないこと。

』＿　一部ユニット型介護老人保健施設における　唇職　及び介護職員の

　　　人員基準欠如等について

　　　　一部ユニット　介護老人｛　　設に係る看護職員又は介護職　の

　　　　基準欠如による　定単位数の減　は、当該事業所全体と当該事業

　　　のユニ・ト部∠以外の部分のどちらか一方で所定の　数（三：一の職
　　　　配　　を置いていない場合に行われるものであること　ユニット型
　　　　一老人保　施設に、る　管　　又は　◎　　の　　基準欠如による
　　　　　　立　の減算は　当該事業所全体と当該事業　のユニット。　の

　　　どか一で定の　冒：一の配をいていないム
　　　に行われるものであること（通用介音　　の　定方法　　ニ　ロ及び

　　　生
　　　　また　　　　による　　は当該施設のユニット。∠又はユニット

　　　　彦　について　定の　　を　いていない　Aについて　語

　　　全に・し把　　のであること具体的にはユニット　につ
　　　いて　　　　の要件を満たさず、ユニット£外の　　について夜勤の
　　　要　を満たす場合であっても施設ll用者全　に対し　算が行われるこ

（4）　介護保健施設サービス費（皿）若しくは介護保健施設サービス費（皿）

皿（6）

　又はユニット型介護保健施設サービス費（皿）若しくはユニット型介護

　保健施設サービス費（皿）を算定する介護老人保健施設（以下この号に

　おいて「介護療養型老人保健施設」という。）における介護保健施設

　サービスについて

　　3（1）④イ及びロを準用すること。
　　（略）

　　特別療養費について

　　3の（1）④ハを準用するものとすること。
　　療養体制維持特別加算について●

　　3の（1）④二を準用するものとすること。
　　（略）

　　ユニ・ットにおける職員に係る減算について

①

②

③

④

（、



冷

　　　5の（4）を準用する。
（5）　身体拘束廃止未実施減算について

　　　5の且を準用する。
（6）～（9）　　（略）

（10）　若年性認知症入所者受入加算について

　　　2の（10）を準用する。
（11）　入所者が外泊したときの費用の算定について

　　　5の（14）（④の二を除く。）を準用する。この場合においてr入院
　　又は外泊』とあるのは、「外泊」と読み替えるものとする。
（12）

魁　　①
　　②

（14）

③
退
　
（
従

～
　
イ
ロ

①
④
　
⑤
〉

　
　
　
1
5

　
　
　
（

（16）

（17）

（18）

（19）

処
処

（22）

」箆L　認知症専門ケア加算について
　　　　5の＿堕しを準用する。

」囚L　（略）

＿魁　サービス提供体制強化加算について

（略）

初期加算について
（略）

5の週」①及び②は、この場合に準用する。
退所時指導等加算について
　　（略）

過所前連携加算
　5の＿（ユ釦＿の③イ及びロを準用する。

　（略）
（略）

従来型個室に入所していた者の取扱いについて

5の皿を準用する。
栄養マネジメント加算

5の（18）を準用する。

経口移行加算
5の（19）を準用する。

経口維持加算

5の（20）を準用する。

口腔機能維持管理加算

5の（21）を準用する。

療養食加算
2の（11）を準用する。
在宅復帰支援機能加算

5の＿鯉＿を準用する。
（略）

、

’／（

　　　　5の（6）を準用する。
（7）　身体拘束廃止未実施減算について

　　　　5の（7）を準用する。
廻＿～（11）　　（略）

』L　若年性認知症入所者受入加算について
　　　　2の」図Lを準用する。
（13）入所者が外泊したときの費用の算定について

　　　5の運L（④の二を除く。）を準用する。この場合においてr入院
　　又は外泊』とあるのは、r外泊」と読み替えるものとする。

（14）

魁　　①

　　②
（16）

　⑤
（17）

（18）

皿
（20）

辺
（22）

魁
魁

（24）

（26）

皿

　　（略）

　　初期加算について
　　（略）

　　5の」皿」①及び②は、この場合に準用する。

　　退所時指導等加算について

　ロ　（略）

　　（略）

　　従来型個室に入所していた者の取扱いについて
　　5の（19）を準用する。

　　栄養マネジメント加算
　　5の＿」⑳＿を準用する。　　　　．

　　経口移行加算

　　5の（21）を準用する。

　　経口維持加算

　　5の（22）を準用する。

　　口腔機能維持管理加算
　　5の（23〉を準用する。

　　療養食加算

　　2の（13）を準用する。
　　在宅復帰支援機能加算

　　5の（26）を準用する。
　　（略）

　　認知症専門ケア加算について

　　5の（28）を準用する。
　　（略）

　サービス提供体制強化加算について

①～③　（略）

④退所前連携加算
　イ　5の（18）の③イ及びロを準用する。



①2の（14）①から④まで及び⑥を準用する。
②　（略）

7　介護療養施設サービス
（1）～（9）　　（略）

（10）　（略）

（11）　ユニットにおける職員に係る減算について
　　　　5の＿⊆三）＿を準用する。

皿L　身体拘束廃止未実施減算について
　　　　5の（5）を準用する。

（13）　　（略）

』L　若年性認知症患者受入加算について
　　　　2の（10）を準用する。

」回＿入院患者が外泊したときの費用の算定について
　　　　6の（11）を準用する。

〆（、

①2の」回＿①から④まで及び⑥を準用する。

②　（略）

7　介護療養施設サービス’
（1）．～（9）　　（略）

」四L一部ユニ・ト　　響

（別紙7）

するための施設基準等について
　一・ユニット　指　　　療養型医療施設が各類型の介護療養施設サ

　　　　　　　　　　　　　　型療施設において定立を定

一ビス　の月定’　数を　定するためには、看護職員又は介穫職員の

れについて　定の

が　当該施　全　と当該施　のユニット　　諺外のρ　のそれぞ

　　　　　　　　　　◎六　　 董四：一の哉配）をい
ていることが必要である。また、一部ユニット型指定介護療養型医療

施設が各類型のユニット型介　療養施設サービス　を　定するために
は、着雪 又は介護職　の　数が　当該施設全　と当該施設のユニ

11

職員配　）を　いていることが必　である　施設基準第五十二号）。

ット部　のそれぞれについて　定の　　　　　六　　、　臓四：一の

　一部ユニット　指定　言療　型医療施設の各類型の介護療養施設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び　　　ユニ“ト型指定　護療養型医療施設におけ

サービス　に係る　　　　は　◎　　の　　基　　如による
　立　の　　は　当該施設全　と当該　・のユニ・ト　　以外の部

　のど　　か一方で所定の　数（響六：一　　・四：一の職員配
　）を　いていない場合に行われるものである　　　ユニット型指
定　　　　　医療施設のユニット　　言療　施設サービス　に係る

又は介重職 の人 基 欠如による 定 立 の は

当　施設全　と’　施亘のユニ・ト

　　　量六

のどちらか一方で　幽の

われるものであること（通　介　　等の箕定方法　　三　イ及びロ）
　　　　　　　　　一四：一の職配）をいていない場合に行

皿　（略）
」四Lユニットにおける職員に係る減算について
　　　　5の週＿を準用する。
（14）　身体拘束廃止未実施減算について

　　　　5の』乙Lを準用する。
（15）　（略）

』L若年性認知症患者受入加算について
　　　　2の」團Lを準用する。
（17）　入院患者が外泊したときの費用の算定について

　　　　6の（13）を準用する。

，ハ＼



∠（1 （〆

（16）　入院愚者が試行的退院したときの費用の算定について

　　①～⑤　（略〉

　　⑥　加算の算定期間は、一月につき六日以内とする。また、算定方法は、

　　　5の一Ω遭＿の①及び②を準用する。一回の試行的退院サービス費が月

　　　をまたがる場合であっても、連続して算定できるのは六日以内とする。
　　⑦・⑧　　（略）

（17）　従来型個室に入所していた者の取扱いについて

　　　　5の皿を準用する。
（18）　栄養マネジメント加算

　　　　5の（18）を準用する。・

＿㎎L経口移行加算
　　　　5の（19）を準用する。
（20）　経口維持加算

　　　　5の（20）を準用する。
（21）　口腔機能維持管理加算

　　　　5の（21）を準用する。

辺L療養食加算
　　　　2の（11）を準用する。
（23）　認知症専門ケア加算について

　　　　5の（26）を準用する。
」堕　サービス提供体制強化加算について

　　①2の週」①から④まで及び⑥を準用する。
　　②　（略）

（25）　　（略）

＿図L　初期加算について
　　　　6の（13）を準用する。
（27）　退院時指導等加算について

　　　　6の（14）（⑤のイの訪問看護指示書の様式に係る部分を除く。）を
　　　準用する。

＿⑳＿在宅復帰支援機能加算
　　　　5の（24）を準用する。

」圏L　（略）

’」識＿　入院患者が試行的退院したときの費用の算定について
　　①～⑤　　（略）

　　⑥加算の算定期間は、一月につき六日以内とする。また、算定方法は、

　　　5の運しの①及び②を準用する。一回の試行的退院サービス費が月
　　　をまたがる場合であっても、連続して算定できるのは六日以内とする。
　　⑦・⑧　　（略）
　（19）

皿
（21）

（22）

載
（24）

（25）

魁　　①2の一廻L①から④まで及び⑥を準用する。
　　②　　（略）

（27）　　（略）

（28）　初期加算について

　　　　6の（15）を準用する。
（29）　退院時指導等加算について

　　　　・6の（16）（⑤のイの訪問看護指示書の様式に係る部分を除く。）

　　　を準用する。

（30）　在宅復帰支援機能加算

　　　　5の（26）を準用する。
（31）　（略）

従来型個室に入所していた者の取扱いについて

5の（19）を準用する。

栄養マネジメント加算

5の（20）を準用する。

経口移行加算

5の（21）を準用する。

経口維持加算

5の（22）を準用する。

口腔機能維持管理加算

5の（23）を準用する。

療養食加算

2の（13）を準用する。

認知症専門ケア加算について

5の（28）を準用する。

サービス提供体制強化加算について



（ 戸〆



（ ，（

（別紙8）

O　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準、指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準、指定施設サービス等に要する
　費用の額の算定に関する基準、指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準、指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基

準、指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指定地域密着型介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制
　定に伴う介護給付費算定に係る体制等に関する届出における留意点について（平成12年3月8日老企41号）　　　　　　　　　’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一～第四（略）

第五　体制状況一覧表の記載要領について

　1～8（略）

9　短期入所生活介護
①r施設等の区分』については、指定短期入所生活介護事業所であって

　指定居宅サービス基準第百四十条の四第一項に規定するユニット型指定
　短期入所生活介護事業所でないもののうち、指定居宅サービス基準第百
　　二十一条第二項又は第四項に規定する事業所の場合は「併設型・空床型」

　　と、それ以外の事業所の場合は「単独型」と、それぞれ記載させること。

　　また、ユニット型指定短期入所生活介護事業所のうち、指定居宅サービ

　　ス基準第百二十一条第二項又は第四項に規定する事業所の場合はr併設
　型・空床型ユニット型』と、それ以外の事業所の場合は「単独型ユニッ
　　ト型」と、それぞれ記載させること。

　②～⑫（略）
（削る）

改　正　前

第一～第四（略）

第五　体制状況一覧表の記載要領について

　1～8（略）

9　短期入所生活介護
①　　r施設等の区分』については、指定短期入所生活介護事業所であって

　指定居宅サービス基準第百四十条の四第一項に規定するユニット型指定
　短期入所生活介護事業所でないもののうち、指定居宅サービス基準第百
　　二十一条第二項又は第四項に規定する事業所の場合は「併設型・空床型」

　　と、それ以外の事業所の場合はr単独型』と、それぞれ記載させること。

　　また、ユニット型指定短期入所生活介護事業所のうち、指定居宅サービ

　　ス基準第百二十一条第二項又は第四項に規定する事業所の場合はr併設
　型・空床型ユニット型』と、それ以外の事業所の場合は「単独型ユニッ
　　ト型』と、それぞれ記載させること。

　　　なお、指定居宅サービス基準　　四十条の十六に規　　る一目ユニッ

　　ト型指定短期入　生活　重事　　の場△にあっては、指定居宅サービス

区∠に応じ　ユニット部　以外の部分についてはr麺　』　はr併設
基準　百二　一　　二　又は　四項に規する事　　であるかどうかの

型・空床型　と、ユニ“ト部分については「　型ユニ・ト型又は「併
設型・空床型ユニ・ト型　と　それぞれ記載させること

②～⑫（略）

⑬　一部ユニット型　定短入　生
ット部　とユニット部分以外の部分それぞれに　けさせることとし」ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　の　△にあっては　ユニ

ニット　　とユニ・ト部分以外のそれぞれについてr施設等の区　　r

配　区 びrの也 る を　　させること



10　短期入所療養介護（介護老人保健施設型）

　①　　「施設等の区分』については、介護老人保健施設である指定短期入所

　　療養介護事業所であって指定居宅サービス基準第百五十五条の四に規定
　　するユニット型指定短期入所療養介護事業所でないもののうち、居宅サ
　　ービス単位数表第9イ（1）（一）に該当する場合は「介護老人保健施
　　設（1）」と、同項イ（1）（二）に該当する場合は「介護老人保健施設
　　（∬）」と、同項イ（1）（三）に該当する場合は「介護老人保健施設（皿）』

　　と記載させること。また、介護老人保健施設であるユニット型指定短期
　　入所療養介護事業所であるもののうち、居宅サービス単位数表9イ（2）

　　（一）に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（1）」と、同
　　項イ（2）（二）に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（皿）」

　　と、同項イ（2）（三）に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施
　　設（皿）」と記載させること。

②～⑯（略）

11短期入所療養介護（病院療養型）
①（略）

②r施設等の区分」については、療養病床を有する病院である指定短期
　　入所療養介護事業所であって指定居宅サービス基準第百五十五条の四に

　　規定するユニット型指定短期入所療養介護事業所でないもののうち、居

　　宅サービス単位数表9ロ（1）に該当する場合はr病院療養型」と、同
　　項ロ（2）に該当する場合は「病院経過型」と記載させること。また、

　　療養病床を有する病院であるユニット型指定短期入所療養介護事業所で

　　あるもののうち、居宅サービス単位数表9ロ（3）に該当する場合は「ユ

　　ニット型病院療養型』と記載させることとし、同項ロ（4）に該当する
　　場合は「ユニット型病院経過型」と記載させること。

〆（、

10短期入所療養介護（介護老人保健施設型）

　①　　「施設等の区分」については、介護老人保健施設である指定短期入所

　　療養介護事業所であって指定居宅サービス基準第百五十五条の四に規定
　　するユニット型指定短期入所療養介護事業所でないもののうち、居宅サ

　　ービス単位数表第9イ（1）（一）に該当する場合は「介護老人保健施
　　設（1）』と、同項イ（1）（二）に該当する場合は「介護老人保健施設
　　（H）」と、同項イ（1）（三）に該当する場合は「介護老人保健施設（皿）』

　　と記載させること。また、介護老人保健施設であるユニット型指定短期
　　入所療養介護事業所であるもののうちv居宅サービス単位数表9イ（2）

　　（一）に該当する場合はrユニット型介護老人保健施設（1）』と、同
　　項イ（2）（二）に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（皿〉』

　　と、同項イ（2）（三）に該当する場合はrユニット型介護老人保健施
　　設（皿）』と記載させること。

　　　なお　介霧老　　　　設である　定居宅サービス基　　百五十五条の

五に規定する一部ユニット型 短期入所療 の場Aにあ
　ってまユニット部　以外の部　こついてはr介　　　　　重　I
　r介護老　保健施設（皿　又はr護老人保健施　　皿）　と、ユニッ
　ト　　については「ユニ“ト　　　老　　　　　　I　　rユニ“ト
　　護老人保健施設　皿）』又は「ユニット型介言老　　健施設（皿）

②～⑯（略）

11短期入所療養介護（病院療養型）
①（略）

②　『施設等の区分』については、療養病床を有する病院である指定短期
　　入所療養介護事業所であって指定居宅サービス基準第百五十五条の四に

　　規定するユニット型指定短期入所療養介護事業所でないもののうち、居

　　宅サービス単位数表9ロ（1）に眩当する場合はr病院療養型」と、同
　　項ロ（2）に該当する場合は「病院経過型」と記載させること。また、
　　療養病床を有する病院であるユニット型指定短期入所療養介護事業所で

　　あるもののうち、居宅サービス単位数表9ロ（3）に該当する場合は「ユ

　　ニット型病院療養型』と記載させることとし、同項ロ．（4）に該当する

　　場合は「ユニット型病院経過型」と記載させること。

　　　なお、指定介護療養型医療施設又は療　病床を有する　　である

居宅サービス基 百五 五条の十五に規定する一Rユニット型 定短
期入所療養介礁事　　の　合にあっては　ユニ“ト

いてはr病死型又はr病　過型とユニ“
£外の部　にっ

ト　∠については
rユニ“ト型 ま「ユニ“ 外経’型　と　それ’れ

7（



（ず

　　また、「病院経過型」又は「ユニット型病院経過型」の区分を算定す

　る場合については、別途介護老人保健施設等への移行時期、施設設備整

　備計画や人員配置計画等について記載した介護老人保健施設等への移行

　準備計画を添付すること。なお、既に介護療養型医療施設等として当該

　計画を届け出ている場合には、重ねて届け出ることを要するものではな
　いこと。

③～⑯（略）

12短期入所療養介護（診療所型）
　①　　r施設等の区分」については、診療所である指定短期入所療養介護事

　　業所であって指定居宅サービス基準第百五十五条の四に規定するユニッ

　　ト型指定短期入所療養介護事業所でないものの場合は「診療所型Jと記
　　載させること。また、診療所であるユニット型指定短期入所療養介護事
　　業所の場合はrユニット型診療所型」と記載させること。

②～⑫（略）

13　短期入所療養介護（認知症疾患型）
　①（略）

　②　　「施設等の区分」については、老人性認知症疾患療養病棟を有する病

　　院である指定短期入所療養介護事業所であって居宅サービス単位数表9
　　二（2）に該当する場合は「認知症経過型』と記載させること。また、

　　それ以外で、指定居宅サービス基準第百五十五条の四に規定するユニッ
　　ト型指定短期入所療養介護事業所でないものの場合は「認知症疾患型』

　　と記載させること。また、老人性認知症疾患療養病棟を有する病院であ

　　るユニット型指定短期入所療養介護事業所の場合は「ユニット型認知症
　　疾患型」と記載させること。

また、『認知症経過型」の区分を算定する場合については、別途介護

　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　’、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙8）

　　また、「病院経過型」又はrユニット型病院経過型」の区分を算定す
　る場合については、別途介護老人保健施設等への移行時期、施設設備整

　備計画や人員配置計画等について記載した介護老人保健施設等への移行

　準備計画を添付すること．なお、既に介護療養型医療施設等として当該

　計画を届け出ている場合には、重ねて届け出ることを要するものではな
　いこと。

③～⑯（略）

12短期入所療養介護（診療所型）
①　　「施設等の区分」については、診療所である指定短期入所療養介護事

　　業所であって指定居宅サービス基準第百五十五条の四に規定するユニッ

　　ト型指定短期入所療養介護事業所でないものの場合は「診療所型』と記

　　載させること。また、診療所であるユニット型指定短期入所療養介護事
　　業所の場合は「ユニット型診療所型』と記載させること。

　　　なお　　　一である指定　宅サービス基　　百五十五　の　五に　定

　　する一部ユニット型指短期入　　養　　事月の合にあっては、ユ
　　ニット　　尼　の　　については「診療所型』と、ユニ・・ト　　につい

　　ては「ユニ・ト診　　型　と　それぞれ記　させること
②～⑫（略）

13　短期入所療養介護（認知症疾患型）
　①（略）

②　　r施設等の区分」については、老人性認知症疾患療養病棟を有する病

　　院である指定短期入所療養介護事業所であって居宅サービス単位数表9
　　二（2）に該当する場合は「認知症経過型』と記職させること。また、

　　それ以外で、指定居宅サービス基準第百五十五条の四に規定するユニッ
　　ト型指定短期入所療養介護事業所でないものの場合はr認知症疾患型」

　　と記載させること。また、老人性認知症疾患療養病棟を有する病院であ

　　るユニット型指定短期入所療養介護事業所の場合は「ユニット型認知症
　　疾患型』と記載させること。

　　　なお　老人性認知症疾患療養病　を　する病死である　定居宅サービ

ス基準　百五十五条の　五に　定　る一部ユニット型指定短期入用療養
　護事業所の場合にあっては、ユニット部分以外の部分については居宅

サービス　立　表9二　2）に該当する場合は「磐知症　過型』と、ユ
ニット　　については「ユニット型　知症疾患型」と、それぞれ記載さ

鮎　また、「認知症経過型」の区分を算定する場合については、別途介護



　老人保健施設等への移行時期、施設設備整備計画や人員配置計画等につ
　いて記載した介護老人保健施設等への移行準備計画を添付すること。な

　お、既に介護療養型医療施設等として当該計画を届け出ている場合には、

　重ねて届け出ることを要するものではないこと。

③～⑪（略）

14・15　（略）

16　介護老人福祉施設

①f施設等の区分」については、指定介護老人福祉施設であって「指定
　　介護老人福祉施設の人員、設備及ぴ運営に関する基準」（平成十一年厚
　　生省令第三十九号。以下r指定介護老人福祉施設基準」という。）第三
　　十八条に規定するユニット型指定介護老人福祉施設でないもののうち、

　　二十六号告示第二十八号イに該当する場合は「介護福祉施設」と、同号

　　ロに該当する場合はr小規模介護福祉施設』と、それぞれ記載させるこ

　　と。また、ユニット型指定介護老人福祉施設のうち、二十六号告示第二
　　十八号ハに該当する場合は「4ニット型介護福祉施設」と、同号二に該
　　当する場合はrユニット型小規模介穫福祉施設』と、それぞれ記載させ
　　ること。

　②～⑳（略）
（削る）

17介護老人保健施設
①r施設等の区分」については、介護老人保健施設であってr介護老人

　　保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準』（平成十一年

　　厚生省令第四十号。以下r介護老人保健施設基準」という。）第三十九
　　条に規定するユニット型介護老人保健施設でないもののうち、施設サー

　　ビス単位数表2イ（1）に該当する場合はr介護保健施設（1）』と、
　　同項イ（2）に該当する場合は「介護保健施設（∬）』と、同項イ（3）

　　に該当する場合はr介護保健施設（皿）」とそれぞれ記載させること。

〆へ・、

　老人保健施設等への移行時期、施設設備整備計画や人員配置計画等につ

　いて記載した介護老人保健施設等への移行準備計画を添付すること。な

　お、既に介護療養型医療施設等として当該計画を届け出ている場合には、

　重ねて届け出ることを要するものではないこと。

③～⑪（略）

14・15（略）

16　介護老人福祉施設

　①　　r施設等の区分』については、指定介護老人福祉施設であってr指定

　　介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準』（平成十一年厚

　　生省令第三十九号。以下r指定介護老人福祉施設基準」という。）第三
　　十八条に規定するユニット型指定介護老人福祉施設でないもののうち、
　　二十六号告示第二十八号イに該当する場合は「介護福祉施設』と、同号

　　ロに該当する場合は『小規模介護福祉施設』と、それぞれ記載させるこ

　　と。また、ユニット型指定介護老人福祉施設のうち、二十六号告示第二
　　十八号ハに該当する場合はrユニット型介護福祉施設』と、同号二に該

　　当する場合は「ユニット型小規模介護福祉施設」と、それぞれ記載させ
　　ること。

　　　なお　指定　轟老　福祉施　基準　五十条に規定する一。ユニ・ト
　　　定　護老人福祉施設の場合にあっては、入所定　の区分に応じ、ユニ

ット　　諺　の　∠についてはr介言福祉施設　又は「小規模　護福祉
施 と ユニ・・ト については「ユニット 又はrユ

②～⑳（略）

　　一部ユニット型指定介　老　福止施設の場合にあっては、ユニット。

　二“ト型小　　　　　　　　　　　　　　と　それぞれ　　させること

∠とユニット　　£外の　∠のそれぞれに届出させることとし　ユニッ

ト　　とユニット部　以外の　　のそれぞれについて「　等の区
「人　　置区分』及び『その他該当する体制等　を記載させること。

17　介護老人保健施設

　①　　r施設等の区分」については、介護老人保健施設であってr介護老人

　　保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準」（平成十一年

　　厚生省令第四十号。以下r介護老人保健施設基準」という。）第三十九
　　条に規定するユニット型介護老人保健施設でないもののうち、施設サー

　　ビス単位数表2イ（1）に該当する場合は「介護保健施設（1）」と、
　　同項イ（2）に該当する場合は「介護保健施設（H）」と、同項イ（3）
　　に該当する場合は「介護保健施設（皿1）』とそれぞれ記載させること。

〆（・



（

また、ユニット型介護老人保健施設のうち、施設サービス単位数表2ロ
（1）に該当する場合は「ユニット型介護保健施設（1）」と、同項ロ
（2）に該当する場合は「ユニット型介護保健施設（五）」と、同項ロ
（3）に該当する場合はrユニット型介護保険施設（皿）」とそれぞれ

記載させること。

②～⑯（略）

18介護療養型医療施設（病院療養型）
①（略〉

②r施設等の区分」については、療養病床を有する病院である指定介護
　　療養型医療施設であって指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営

　　に関する基準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下r指定介護療養型
　　医療施設基準」という。）第三十七条に規定するユニット型指定介護療

　　春型医療施設でないもののうち、施設サービス単位数表3イ（1）に該
　　当する場合はr病院療養型」と、同項イ（2）に該当する場合は「病院
　　経過型」と記載させること。また、療養病床を有する病院であるユニッ

　　ト型指定介護療養型医療施設であるもののうち施設サービス単位数表3
　　イ（3）に該当する場合は「ユニット型病院療養型」と、同項イ（4）
　　に該当する場合は「ユニット型病院経過型」と記載させること。

　　また、r病院経過型」又は「ユニット型病院経過型』の区分を算定す
　る場合については、別途介護老人保健施設等への移行時期、施設設備整

備計画や人員配置計画等について記載した介護老人保健施設等への移行

　雌備計画を添付すること。なお、既に短期入所療養介護等として当該計

　画を届け出ている場合には、重ねて届け出ることを要するものではない
　こと。

③～⑰（略）

18

②

！（A

（別紙8）

また、ユニット型介護老人保健施設のうち、施設ザービス単位数表2ロ
i1）に該当する場合はrユニット型介護保健施設（1）」
i2）に該当する場合はrユニット型介護保健施設（H）』
i3）に該当する場合は「ユニット型介護保険施設（皿）』

L載させること。

@なお、　蓄老人保健施設　　　五　一　に　　　る一

　と、同項ロ

@と、同項ロ
@とそれぞれ

�j“ト　介
護老人保健施設の　合にあっては、ユニット部分以外の部 については
「　　健施　　I　　r響　健施　　H　又は「介響 施設（皿）

と、・ユニット　∠についてはrユニット型介　　健施 1）　rユニ
・ト1”保　　　　皿　　はrユニット型量　健施“ （皿　と

それぞれ　　させること
》～⑯（略）

諟�ﾃ養型医療施設（病院療養型）
c（略）
t　「施設等の区分」については、療養病床を有する病院である指定介護療養型医療施設であって指定介護療養型医療施設の人員、に関する基準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下

纓ﾃ施設基準Jという。）第三十七条に規定するユニッ
t型医療施設でないもののうち、施設サービス単位数表3イ
魔ｷる場合は「病院療養型」と、同項イ（2）に該当する場合は『病院
o過型』と記載させること。また、療養病床を有する病院であるユニッ

g型指定介護療養型医療施設であるもののうち施設サービス単位数表3
Cぐ3）に該当する場合はrユニット型病院療養型』と、

ﾉ該当する場合は「ユニット型病院経過型」と記載させること。

@なお療養病床を有する病院である指定介護療養型医療施設基準

　設備及び運営
u指定介護療養型

g型指定介護療

@　　（1）に該

@同項イ（4）

@　　　　　五
十一条に規定する一口ユニ・ト型指定介護療養型医療施設の場合にあっ

ては　ユニット　∠以外の部分については「痛処　　型 又は「病院経
、

・　と、ユニット　∠についてはrユニット型 型　又は「ユ
ニット型病処遇型　と　それぞれ記載させること

　また、「病院経過型』又はrユニット型病院経過型』る場合については、別途介護老人保健施設等への移行時期、

�v画や人員配置計画等について記載した介護老人保健施設等への移行
�備計画を添付すること。なお、既に短期入所療養介護等として当該計

謔�ﾍけ出ている場合には、重ねて届け出ることを要するものではない
ｱと。

ﾋ～⑰（略）

の区分を算定す

@　施設設備整



19介護療養型医療施設（診療所型）
　①r施設等の区分」については、療養病床を有する診療所である指定介護

　　療養型医療施設であってr指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運
’　　営に関する基準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下「指定介護療養

　　型医療施設基準」という。）第三十七条に規定するユニット型指定介護

　　療養型医療施設でないものの場合は「診療所型」と記載させること。ま
　　た、療養病床を有する診療所であるユニット型指定介護療養型医療施設

　　の場合は「ユニット型診療所型」と記載させること。

②～⑬（略）

20介護療養型医療施設（認知症疾患型）

．①（略）

　②r施設等の区分」については、老人性認知症疾患療養病棟を有する病
　　院である指定介護療養型医療施設であって施設サービス単位数表3ハ
　　　（2）に該当する場合はr認知症経過型」と記載させること。また、そ

　　れ以外で、r指定介護療養型医療施設の人員、設備及ぴ運営に関する基
　　準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下r指定介護療養型医療施設基
　　準」という。）第三十七に規定するユニット型指定介護療養型医療施設
　　でないものの場合はr認知症疾患型」と記載させること。また、老人性
　　認知症疾患病棟を有する病院であるユニット型指定介護療養型医療施設
　　の場合はrユニット型認知症疾患型」と記載させること。

　　また、「認知症経過型」の区分を算定する場合については、別途介護
　老人保健施設等への移行時期、施設設備整備計画や人員配置計画等につ
　いて記載した介護老人保健施設等への移行準備計画を添付すること。な
　お、既に短期入所療養介護等として当該計画を届け出ている場合には、

　重ねて届け出ることを要するものではないこと。
③～⑪（略）・

21～27（略）

，（、

19介護療養型医療施設（診療所型）
　①　　「施設等の区分」については、療養病床を有する診療所である指定介

　　護療養型医療施設であってr指定介護療養型医療施設の人員、設備及び

　　運営に関する基準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下r指定介護療
　　養型医療施設基準∫という。）第三十七条に規定するユニット型指定介
　　護療養型医療施設でないものの場合はr診療所型」と記載させること。
　　また、療養病床を有する診療所であるユニット型指定介護療養型医療施

　　設の場合は「ユニット型診療所型』と記載させること。

　　　なお　療　病床を　　る診療　である指定介　療養型医　施設基

　っては　ユニ・ト部　以外の部分については「診療所型　と、ユニット
　　　については「ユニット型診療　型　と　それぞれ記　させること。
②～⑬（略）

20介護療養型医療施設（認知症疾患型）
　①（略）

　②　　r施設等の区分』については、老人性認知症疾患療養病棟を有する病

　　院である指定介護療養型医療施設であって施設サービス単位数表3ハ
　　（2）に該当する場合はr語知症経過型」と記載させること．また、そ
　　れ以外で、『指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基

　　準（平成十一年厚生省令第四十一号。以下r指定介護療養型医療施設基
　　準』という。）第三十七に規定するユニット型指定介護療養型医療施設

　　でないものの場合はr認知症疾患型」と記載させること。また、老人性
　　認知症疾患病棟を有する病院であるユニット型指定介護療養型医療施設
　　の場合は「ユニット型認知症疾患型」と記載させること。

　　　オお、老人性認知症疾患病棟を有する　　である　古　言　　型

施設基準　五十一　に　定　る一　ユニット型指定介護療養型医療施設

の場Aにあっては、ユニット部　以外の。　については施量サービス単

　　また、「認知症経過型』の区分を算定する場合については、別途介護

　老人保健施設等への移行時期、施設設備整備計画や人員配置計画等につ
　いて記載した介護老人保健施設等への移行準備計画を添付すること。な

　お、既に短期入所療養介護等として当該計画を届け出ている場合には、

　重ねて届け出ることを要するものではないこと。
③～⑪（略）

　についてまrユニット型認知症疾患型　と　そ

3ハ　2）に該当　る場合はr知症　’隅　　と、ユニ●ット部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　させること

21～27　（略）

／へ・、



（

28介護予防短期入所生活介護
　①『施設等の区分」については、指定介護予防短期入所生活介護事業所
　　であって指定介護予防サービス基準第百五十三条第一項に規定するユニ

　　ット型指定介護予防短期入所生活介護事業所でないもののうち、指定介

　　護予防サービス基準第百二十九条第二項又は第四項に規定する事業所の
　　場合は「併設型・空床型」と、それ以外の事業所の場合は「単独型』と、

　　それぞれ記載させること。また、ユニット型指定介護予防短期入所生活
　　介護事業所のうち、指定介護予防サービス基準第百二十九条第二項又は

　　第四項に規定する事業所の場合は「併設型・空床型ユニット型」と、そ

　　れ以外の事業所の場合は「単独型ユニット型』と、それぞれ記載させる
　　こと。

　②～⑩（略）
（削る）

⑪（略）

29介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設型）
　①　　「施設等の区分」については、介護老人保健施設である指定介護予防

　　短期入所療養介護事業所であって指定介護予防サービス基準第二百五条
　　第一項第一号に規定するユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業

　　所でないもののうち、介護予防サービス介護給付費単位数表9イ（1）
　　（一）に該当する場合は「介護老人保健施設（工）」と、同項イ（1）（二）

　　に該当する場合は「介護老人保健施設（∬）」と、同項イ（1）（三）に
　　該当する場合は「介護老人保健施設（皿）」と記載させること。また、

　　介護老人保健施設であるユニット型指定短期入所療養介護事業所である

　　もののうち、介護予防サービス介護給付費単位数表9イ（2）（一）に
　　該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（1）」と、同項イ（2）

　　（二）に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（皿）」と、同

　　項イ（2）（三）に該当する場合はrユニット型介護老人保健施設（皿）』

∩
（別紙8）

　　であって指定介護予防サービス基準第百五十三条第一項に規定するユニ
　　ット型指定介護予防短期入所生活介護事業所でないもののうち、指定介

　　護予防サービス基準第百二十九条第二項又は第四項に規定する事業所の

　場合は「併設型・空床型」と、それ以外の事業所の場合はr単独型』と、

　　それぞれ記載させること。また、ユニット型指定介護予防短期入所生活
　　介護事業所のうち、指定介護予防サービス基準第百二十九条第二項又は

　　第四項に規定する事業所の場合は「併設型・空床型ユニット型」と、そ

　　れ以外の事業所の場合は「単独型ユニット型」と、それぞれ記載させる
　　こと。

　　　なお　定萄　サービス基　六七　一に走る一

　①　　「施設等の区分」については、指定介護予防短期入所生活介護事業所

28　介護予防短期入所生活介護

　　ユニット型指定短期入所生活介護事　Eの場合にあっては　指定介量予
　　　サービス基準百二　九　　二　又は　四項に　　　る事　　である

又は『　型・空型とユニ“ト　については「単独型ユニ・ト
かど’かの　　に・じ　ユニ・ト　　珍　の”　については「独型

型』又は「｛　型・空型ユニ・ト　とそれぞれ　させること。
②～⑩（略）

　　一。ユニット型指定介　予　短　入　生　事　　の場合にあっては、
　ユニット部　とユニット。　£外の　　のそれぞれに届けさせることと

　し　ユニット部分とユニット部　以外めそれぞれについて「施設　の
　　　「人　　置区　　　び「その他該当　る　　　　を記　させること
⑫（略）

29介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設型）
　①　　「施設等の区分』については、介護老人保健施設である指定介護予防

　　短期入所療養介護事業所であって指定介護予防サービス基準第二百五条

　’第一項第一号に規定するユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業

　　所でないもののうち、介護予防サービス介護給付費単位数表9イ（1）
　　（一）に該当する場合は「介護老人保健施設（1）」と、同項イ（1）

　　（二）に該当する場合は「介護老人保健施設（n）」と、同項イ（1）
　　（三）に該当する場合は「介護老人保健施設（皿）』と記載させること。

　　また、介護老人保健施設であるユニット型指定短期入所療養介護事業所

　　であるもののうち、介護予防サービス介護給付費単位数表9イ（2）（一）

　　に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（1）』と、同項イ（2）

　　（二）に該当する場合は「ユニット型介護老人保健施設（豆）』と、同

　　項イ（2）（三）に該当する場合は「ユ苧ット型介護老人保健施設（皿）」



と記載させること。

②～⑮（略）

30介護予防短期入所療養介護（病院療養型）
　①（略）

　②　　r施設等の区分』については、療養病床を有する病院である指定介護

　　予防短期入所療養介護事業所であって指定介護予防サービス基準第二百
　　五条第一項第二号又は第三号に規定するユニット型指定介護予防短期入

　　所療養介護事業所でないもののうち、介護予防サービス介護給付費単位
　　数表9ロ（1）に該当する場合は「病院療養型」と、同項ロ（2）に該
　　当する場合はr病院経過型」と記載させること。また、療養病床を有す
　　る病院であるユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業所であるも

　　ののうち、指定介護予防サービス介護給付費単位数表9ロ（3）に該当
　　する場合はrユニット型病院療養型」と記載させることとし、同項ロ（4）

　　に該当する場合は「ユニット型病院経過型』と記載させること。

　　また、r病院経過型」又は「ユニット型病院経過型」の区分を算定す
　る場合については、別途介護老人保健施設等への移行時期、施設設備整

備計画や人員配置計画等について記載した介護老人保健施設等への移行

　準備計画を添付すること。なお、既に短期入所療養介護等として当該計

　画を届け出ている場合には、重ねて届け出ることを要するものではない
　こと。

③～⑯（略）

31介護予防短期入所療養介護（診療所型）
　①　　r施設等の区分』については、診療所である指定介護予防短期入所療

／（、

30

②

　①

31

と記載させること．

ﾈお、介護老人　健施設である指定介護予防サービス基準第二百十八

条　一　に規定　る一　ユニ・ト型　定　　予　短入　療養介　事業

のAにあってはユニ・ト　∠£　の∠については・「介老人保
健施設（1）　r介猛老人保　　　（皿　　は「言老　　　　　皿
と　ユニット部　についてはrユニット型　誰老人保健施　　1　　「ユ

ニット型介護老人保健施設　皿）　又はrユニット型介　老人保健施設

皿　と　それぞれに記　さぜること。
）～⑮（略）

諟�¥防短期入所療養介護（病院療養型）
j（略）

j　「施設等の区分』については、療養病床を有する病院である指定介護

¥防短期入所療養介護事業所であって指定介護予防サービス基準第二百
ﾜ条第一項第二号又は第三号に規定するユニット型指定介護予防短期入
蒲ﾃ養介護事業所でないもののうち、介護予防サービス介護給付費単位

舶¥9ロ（1）に該当する場合はr病院療養型』と、同項ロ（2）に該
魔ｷる場合は「病院経過型」と記載させること。また、療養病床を有す
髟a院であるユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業所であるも

ﾌのうち、指定介護予防サービス介護給付費単位数表9ロ（3）に該当
ｷる場合は「ユニット型病院療養型」と記載させることとし、同項ロ（4）

ﾉ該当する場合はrユニット型病院経過型』と記載させること。

@なお、指定　　　　型医療施設又は療病床を　　る　垢である指定
畳予　サービス　　　ニ　　八　　一項に　定　る一　ユニ・ト型

定短入療　　　事　　の　Aにあっては、ユニ“ト部分以外の部分
については「病死療養型又は「病院経過型　と　ユニ・ト部　につい
ては「ユニット型病　　型　　はrユニ・ト型病　　’　　　それ
ぞれ記　させること

　また、r病院経過型』又はrユニット型病院経過型」の区分を算定す
髀鼾№ﾉついては、別途介護老人保健施設等への移行時期、施設設備整

�v画や人員配置計画等について記載した介護老人保健施設等への移行

�備計画を添付すること。なお、既に短期入所療養介護等として当該計

謔�ﾍけ出ている場合には、重ねて届け出ることを要するものではない
ｱと。

ﾋ～⑯（略）

諟�¥防短期入所療養介護（診療所型）

c　『施設等の区分」については、診療所である指定介護予防短期入所療

r、・、



／｛、

養介護事業所であって指定介護予防サービス基準第二百五条第一項第四
号に規定するユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業所でないも

のの場合はr診療所型』と記載させること。また、診療所であるユニッ
ト型指定介護予防短期入所療養介護事業所の場合はrユニット型診療所

型」と記載させること。

②～⑫（略）

32介護予防短期入所療養介護（認知症疾患型）
　①（略）

　②　　「施設等の区分」については、老人性認知症疾患療養病棟を有する病

　　院で為る指定介護予防短期入所療養介護事業所であって介護予防サービ

　　ス介護給付費単位数表9二（2）に該当する場合は「認知症経過型」と
　　記載させること。また、それ以外で、指定介護予防サービス基準第二百
　　五条第五項に規定するユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業所
　　でないものの場合はr認知症疾患型』と記載させること。また、老人性
　　認知症疾患療養病糠を有する病院であるユニット型指定介護予防短期入

　　所療養介護事業所の場合はrユニット型認知症疾患型」と記載させるこ
　　と。

　　また、「認知症経過型』の区分を算定する場合については、別途介護

　老人保健施設等への移行時期、施設設備整備計画や人員配置計画等につ

　いて記載した介護老人保健施設等への移行準備計画を添付すること．な

　お、既に短期入所療養介護等として当該計画を届け出ている場合には、

　重ねて届け出ることを要するものではないこと。
③～⑪（略）

33～39（略）

40　地域密着型介護老人福祉施設

32

②

40

（
（別紙8）

養介護事業所であって指定介護予防サービス基準第二百五条第一項第四
号に規定するユニット型指定介霞予防短期入所療養介護事業所でないも

のの場合は「診療所型」と記載させること。また、診療所であるユニッ
ト型指定介護予防短期入所療養介護事業所の場合は「ユニット型診療所

型」と記載させること。

なお　診療　である指定介　予防サービス基準　二百十八　　一　に

規定する一　ユニ・ト型　定短　入β療養介言事所の場合にあって
は、ユニ・ト部分珍外の・∠についてはrク　型　と　ユニット部∠
については「ユニット型診療所型　と、それぞれ一　させること
～⑫（略）

介護予防短期入所療養介護（認知症疾患型）
（略）

「施設等の区分』については、老人性認知症疾患療養病棟を有する病

院である指定介護予防短期入所療養介獲事業所であって介護予防サービ

ス介護給付費単位数表9二（2）に該当する場合は「認知症経過型」と
記載させること。また、それ以外で、指定介護予防サービス基準第二百

五条第五項に規定するユニット型指定介護予防短期入所療養介護事業所

でないものの場合はr認知症疾患型」と記載させること．また、老人性
認知症疾患療養病棟を有する病院であるユニット型指定介護予防短期入

所療養介護事業所の場合はrユニット型認知症疾患型』と記載させるこ
と。

なお老　　椥症患　　　を有する病古である指定量　防サ
ービス基準第二百十八条一項に規定する一部ユニット　指定言予防
短期入療介響事　　の　合にあっては、ユニット。　以外のn　に
ついては介護予防サービス介穫給付　単立数表9二　2）に該当する場
Aは「認知症経過型　と　それ£外はr認知症疾患型』と、ユニット部

についてはrユニ・ト型認知匠患　　と　　ぞれ記　させること
また、r認知症経過型』の区分を算定する場合については、別途介護

老人保健施設等への移行時期、施設設備整備計画や人員配置計画等につ

いて記載した介護老人保健施設等への移行準備計画を添付すること。な

お、既に短期入所療養介護等として当該計画を届け出ている場合には、

重ねて届け出ることを要するものではないこと。
）～⑪（略）

・39（略）●

地域密着型介護老人福祉施設



　①～⑭（略）
（削る）

⑯～＠（略）

41～44　（略）

①～⑭（略）

　　一　ユニ“ト 地 型護老人　施の場Aにあっては
ユニット。　とユニッ陪　　以外の部分のそれぞれに届出させることと

し、ユニット部分とユニット部分以外の部分のそれぞれについて「施設

等の区分「人配区分及び「その他該当する体制等』を記させ

辿⑯～⑳（略）

41～44（略）

r＼、



／（㌦

（
（別紙9）

○　指定地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準及び指定地域密着型介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定
　に伴う実施上の留意事項について（平成18年3月31日老計発第0331005号、老振発駕0331005号、老老発第0331018号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍線部分は改正部分）

改　正　後

第一（略）

第二　指定地域密着型サービス介護給付費単位数表に関する事項

　1～6（略）
　7　地域密着型介護福祉施設サービス費
　（1）（略）
（削る）

　（2）・（3）（略）

（削る）

改　正　前

第一（略）

第二　指定地域密着型サービス介護給付費単位数表に関する事項

1～6（略）

7　地域密着型介護福祉施設サービス費
（1）（略）

　2　　一　ユ昌“ト型　定地　　着型　量老

　　　を　　するための施設基準等について
一祉施Sにおいて 定

　一部ユニット型指　地域密着型介護老人福祉施設が地域密着型介護
福祉施設サービス　の　定単　数を算定するためには　　　職　又は

　　　　の　数が、当該施設全体と当該施設のユニット部分以外の部

　のそれぞれについて　定の　　　三：一の職員配置）を置いている

ことが必であるまた　　ユニ・ト趣　　　　　言老
祉施　がユニット型地　密　型　　　　施・サービス　の　定　立

を算定するためには　介　　　又は　奮　　の　　が、当　施設全体

と当該施設のユニット部分のそれぞれについて月定の　数を　いてい

ることが必 であること 設 一 九

また　　　を行触　　の については　当該施　のユニット部分
びユニット部分以外の部　のそれぞれについて　　の員数を置いて

いることが必要であること 職 基準 四号）

また、施基準二十九にい’入定は当該施全の入用
をい’@ので　り、ユニット。　とユニット部分以外の部分に区

（旦）・（由（略）

（5）　一部ユニット型指定地 型護老福施における介護職

　一部ユニット型指定地　　着型　謹老
止施設サービス　に係る　護職　又は　護職員の人　基準欠如によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　止施設の地域密着型介商

所定　立　の　　は、当該施設全　と当該施設のユニ・ト部分以外



　（4）～（7）（略）

　（8）　夜勤職員配置加算について
　　①（略）

（削る）

、

②（略）

③　ユニット型指定地域密着型介護老人福祉施設にあっては、増配した
夜勤職員については、必ずしも特定のユニットに配置する必要はないも
のとすること。

（9）～（28）　（略）

第三（略）

の　∠のどちらか一方で　定の （三：一の職員配置）を　いてい

ない場合にだわれ ので る また ユニ・ト型地 、 型介践福
施　サービス　に、る介　職　又は　護職　の人員基準　　口こよ

月定　位数の減算は、当該施設全体と当該施設のユニット部分のどち
らか一　で　　の　　　＝：一の　　　　　　　いていない場合に行

われるものであること通介　等の定方法　号ロ及びハ）
なお 一部ユニット 髄 1 老 一 の

型介護福祉施設サービス費又はユニット型地域密着型介護福祉施設サ

ービス費に係る看護職員の人　基準欠如による減算は、当該施設全体

で所定の　数を　いていない場合に限り、行わ　る　のであること。

また による は 量地 のユニ“ト 又はユニ“

ト部　以外の部　について所定の　　を置いていない場合について、

　者全員に対し行われるものであること　　　的には　ユニット部
分について夜勤体粥1の　件を　たさず　ユニ・ト以外の。　について

夜勤体制の 件を たす場合であろても 入 全 に・し 1

（旦）～（釦（略）

（10）　夜勤職員配置加算について

　①（略）

　　　一部ユニット　指定地　密

　　の減算が行われること　オる

　　施設のユニ・ト
　　　の　　　の口　　　　　　　　こ

基準　四号。

型　讐老 施においては、当該
と　　£外の　　のそれぞれについて　別して加

し　ユニ

置加算（皿）イ又はロを、ユニット部分以外の　　において加　の算
　　　　　たし一　合にはユニット部　の

ト　　において加　の

　について　　　　配

定基　　　たした場合には当該臼 の　月　について夜　職　配　加
1）イ又はロを、それぞれ　定することとする。

　③（略）

　璽Lユニット型指定地域密着型介護老人福祉施設一
　　　定地域密着　介　老人福祉施設のユニット。∠にあっては、増配した

　　夜勤職員については、必ずしも特定のユニットに配置する必要はない
　　　ものとすること。
（且）～（凶）（略）

第三（略）

，（、 （・，



∫（、 、（、

（別紙10）

○「指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定伴う留意事項について」の制定及びr指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する¶

　基準（訪問通所サービス及び居宅療養管理指導に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項につい

　て」等の一部改正について（平成18年3月17日老計発0317001・老振発0317001・老老発0317001）

（傍線の部分は改正部分）

改　正　後

第一　　（略）

第二　指定介護予防サービス単位数表に関する事項

　1～7　（略）
　8　介護予防短期入所生活介護費

鯉　（略）
但　併設事業所について
　①　　（略）

　②　併設事業所における所定単位数の算定（職員の配置数の算定）並びに

　　人員基準欠如・夜勤を行う職員数による所定単位数の減算について
　　は、本体施設と一体的に行うものであること。より具体的には、

　　イ　指定介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設を含む。以

改　正　前

第一　　（略）

第二　指定介護予防サービス単位数表に関する事項

　1～7　（略）
　8　介護予防短期入所生活介護費

　皇≧一ユニ・ト型定着予短入生活言事　において万定
　　　立を定るための　基等について

　一部ユニット型指定介護予防短期入所生活介護事業所が介護予防短期
入所生活介　　の　定　立数を　定するためには　介　　　又は　　職

　のが当　　　当　 のユニ“ト彦のの
それぞれについて　　の　　　三：一の　　配　　を　いていることが

必　で　る。また、一部ユニット型指定介蓋予防短　入用生活介　事
所がユニット　　響予　短　入　生活介護　の　定単立教を　定するた

めには　　謹　員又は看護職員の員数が　当該事業　全体と当該事　月

のユニ・ト部分のそれぞれについて　定の　　　二：一の　　　　〉を

　いていることが必要である　厚生　｛大　が　める
二年 生ノ　示 一一 山／、

以 rr1設 といい 一』
m、

一一

亭 ↓ 幽幽LJ・鴻 曲

及びユニット・　£外の部分のそれぞれについて　定の員数を置いてい

　な’、夜勤を行う職の　については、当該事業刀のユニット回

ることが必要であること　　鯉　　基　　八　〉
（2）・（3）　（略）

包　併設事業所について
　①　（略）
　②　併設事業所における斎定単位数の算定（職員の配置数の算定）並びに

　　人員基準欠如・夜勤を行う職員数による所定単位数の減算について
　　は、本体施設と一体的に行うものであること。より具体的には、

　　イ　指定介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設を含む。以



下血及び但において同じ。）の併設事業所の場合は、指定介護老
人福祉施設の入所者数と介護予防短期入所生活介護の利用者数を合

算した上で、職員の配置数の算定及び夜勤を行う介護職員又は看護

職員の配置数を算定すること。指定介護予防短期入所生活介護事業

者が指定短期入所生活介護事業者の指定の区分を明確化して指定を
受けている場合は、それぞれの施設の利用者数を合算して算定する。

　併せて指定を受けている場合にあっては、介護予防短期入所生活

事業及び指定短期入所生活介護事業の利用者数を算定する。

　例えば、前年度の平均入所者数七〇人の指定介護老人福祉施設に

前年度の平均利用者数二〇人の介護予防短期入所生活介護事業所
（短期入所生活介護事業を併せて指定されている場合）が併設され

ている場合は、併設型介護予防短期入所生活介護費（1）（三：一の

人員配置に対応するもの）を算定するために必要な介護職員又は看

護職員は合計で三〇人であり、必要な夜勤を行う職員の数は四人で
あること。

　　ロ　（略）

包　（略）

（／

下色及び血において同じ。）の併設事業所の場合は、指定介護老

人福祉施設の入所者数と介護予防短期入所生活介護の利用者数を合

算した上で、職員の配置数の算定及ぴ夜勤を行う介護職員又は看護

職員の配置数を算定すること。指定介護予防短期入所生活介護事業

者が指定短期入所生活介護事業者の指定の区分を明確化して指定を
受けている場合は、それぞれの施設の利用者数を合算して算定する。
　併せて指定を受けている場合にあっては、介護予防短期入所生活

事業及び指定短期入所生活介護事業の利用者数を算定する。

　例えば、前年度の平均入所者数七〇人の指定介護老人福祉施設に

前年度の平均利用者数二〇人の介護予防短期入所生活介護事業所
（短期入所生活介護事業を併せて指定されている場合）が併設され

ている場合は、併設型介護予防短期入所生活介護費（1）（三：一の

人員配置に対応するもの）を算定するために必要な介護職員又は看

護職員は合計で三〇人であり、必要な夜勤を行う職員の数は四人で

あること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　なお体設が一。ユニット　　　一　でって
井設事　がユニット　定　予短入生　事　であ
る場合は、本体施設のユニット部 と一 オ いがたわ る

のである。また、本体施設が一部ユニット　指 老人福祉施設

であって　併設事月が指 予　短　入　生 であ

ってユニ“ト指 予短入β生活介，事　でない場△
は のユニ“ 諺外の と一 オ いが起わ

　　ロ　（略）

皿　（略）

皿　一部ユニット型指定介穫予防短期入所生活介護事業所における介護職

　　及び　の基口について
　　一ユニ“ト　　　　一　　生　審事　の　予短
　入所生活介護　に係る介護職　又は　言　　の人員基準欠如による　定

　単立数の　　は　当該事業月全　と　該事業月のユニットR　芝　の部

　∠のどちらか一方で所定の数三：一の与配　をいていない場
　Aに行われるものであるユニ・ト　言予短　生　費に係
　る介讐　　　は　養　　の　　　準欠目によ　　　　　　の減算は　当
　該事業　全　と当該事　　のユニ・ト部　のどちらか一方で　　の　数
　　（三：一の　　配）を　いていない場合に行われる　のであること通
　月介　　等の　定方法　十六号ロからホまで）

　　また一ユニ・ト泌短　の一期入　所生活介言　はユニット型　　予防短期入　生　介護に係る　　　1に

（



（5）～（10）　（略）

〆（＼

9　介護予防短期入所療養介護費
（1）　介護老人保健施設における介護予防短期入所療養介護

　①　介護予防短期入所療養介護費を算定するための基準について
　　　　この場合の介護予防短期入所療養介護は、介護老人保健施設の空き

　　ベッドを利用して行われるものであることから、所定単位数の算定（職

　　員の配置数の算定）、定員超過利用・人員基準欠如（介護支援専門員
　　　に係るものを除く。）・夜勤体制による所定単位数の減算及び認知症ケ

　　　ア加算については、介護老人保健施設の本体部分と常に一体的な取扱

　　　いが行われるものであること。したがって、緊急時施設療養費につい

　　　ては、四〇号通知の6の」皿を準用すること。また、注10により、施
　　設基準及び夜勤職員の基準を満たす旨の届出についでは、本体施設で
　　　ある介護老人保健施設について行われていれば、介護予防短期入所療

　　養介護については行う必要がないこと。

　　　　　　　・（、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙10）

よる　　は　当該施設のユニット部分　はユニット部　芝外の。　につ

いて月　の　　　いていオい合について∫　1　全に・し　紀
われるものであること　具体　にはユニット部分について夜　　儲によ
る要件を満たさずユニット以外の部∠について夜勤体制の要件を満たす

場Aであって　施 用　全　に・し の が担われることと

甑（例　定介意予短入生活醤事　を　す　｛響老冒
　　祉施設（介言予防短　入　生活介言利用者一〇人、介護老人福祉
　　施設入所者五〇　、　護・看護職員二〇　）がユニット型　定介

　　言予防短　入用生活介9事業　（」用者一〇人）を併設する一部
　　ユニット型指定介護老人福祉施設（ユニット部分の入所者二〇人、

　　ユニット部分以外の部分の入所者三〇人）に転換した場合におい
　　て、一部ユニ“ト型　盤老人福止施設のユニット目　の入　　一
　　〇　とユニット型　定　。予防短期入　生活介言事業　の1用者
　　一〇人をA　した入　　三〇人に対し二：一の　　　置で言・
　　　響　　を一五　　　し（ユニット型介護老人福祉施設サ・一ビス

ユニ“ト 首予防短　入　生 れ
　　　　転換前の介言・　慧　㌧　を維持するために　一部ユニ・ト　指
　　　　　介護老人福祉　設のユニット員　以外の部分の入所者三〇人に
　　　　・し介曾・　　　　を五人しか己　しないと　ると　三：一の職
　　　　　配置を満たさないため　　言一　施　サービス　　三：一のし・　．

　　　　　配に一　の七　じて’た立を定る
皿～魍　（略）

9　介護予防短期入所療養介護費
（1）介護老人保健施設における介護予防短期入所療養介護
　①　介護予防短期入所療養介護費を算定するための基準について

　　　　この場合の介護予防短期入所療養介護は、介護老人保健施設の空き

　　ベッドを利用して行われるものであることから、所定単位数の算定（職

　　員の配置数の算定）、定員超過利用・人員基準欠如（介護支援専門員
　　　に係るものを除く。）・夜勤体制による所定単位数の減算及び認知症ケ

　　　ア加算については、介護老人保健施設の本体部分と常に一体的な取扱

　　いが行われるものであること．したがって、緊急時施設療養費につい

　　ては、四〇号通知の6の鯉を準用すること。また、注10により、施
　　設基準及び夜勤職員の基準を満たす旨の届出については、本体施設で
　　　ある介護老人保健施設について行われていれば、介護予防短期入所療

　　養介護については行う必要がないこと。

　②　介護老人　健施　である一部ユニット型　　　　　　短期入　療



　②　（略）
（2）～（4）　（略）

（5）　病院又は診療所における介護予防短期入所療養介護

　　療養病床（医療法等の一部を改正する法律（平成十二年法律第百四十

　一号）附則第二条第三項第五号に規定する経過的旧療養型病床群を含む。

　以下同じ。）を有する病院、病床を有する診療所、老人性認知症疾患療
　養病棟を有する病院における介護予防短期入所療養介護

　イ　指定介護療養型医療施設の病床であって、介護療養施設サービスが
　　行われるもの（以下「介護保険適用病床」という。）における介護予防

　　短期入所療養介護については、所定単位数の算定（職員の配置数の算
　　定）並びに定員超過利用、夜勤体制及び療養環境による所定単位数の

（、

において を るための施　基　等について

一部ユニット型指 量予短 が置予防短
期入所療養介護費の所定単立　を　定　るためには 又は介

職　の　が　当該事業　全体と当　事　所のユニット部分以外の部

∠のそれれについて　　の　数　三：一の職　配　）を　いている
ことが必　で　　　　た ユニ ト　　　　　　　短

介事　がユニ“ト 予　短期　　療 の　定単

算　するためには 職 は 職　の が、当該事業全

の職　配　）を　いていることが必要である（施設基準　六　七
と当該事業月のユニット部　のそれぞれについてβ　の 　一一一（

③介言老人保健施設である一部ユニット型指定　　予防短期入所療養
　介護事業所における看護職員及び介言職　の人　基準欠ロ等について

　定単立　の減　は、当　事業月全体と当該事業　のユニット部　以

期入所療　　護　に係る看護　　又は　“　　の人　基準欠如による
　一部ユニット型指定　2予防短期入　療養介　事業月の介言予防短

外の　のどちらか一方で定の数（三：一の職員配）をいて
いない　に行われるのでるユニ・ト型2予短入
響　に、る看護職又は。職の人基欠如による定立

の減　は　当該事業　全　と当該

方で　定の　数　＝：一の職　配
　のユニット部　のどちらか一

を　いていない　Aに一われる
のであ こと

、

の 定方 七 イ

ト部分以外について　　の　　を　いていない　　について施設利用
　また　　　　によ　　　ま　　　　のユニット部　又はユニ・

者全員に対し行われる　のであること。具　的にはユニ・ト部　につ
いて夜勤体制による要件を満たさずユニット以外の　∠について

体1の要件を満たす場合であっても施　用全に・し　がだわ
れることとなる 九

　④　（略）
（2）～（4）　（略）

（5）病院又は診療所における介護予防短期入所療養介護
　①　療養病床（医療法等の一部を改正する法律（平成十二年法律第百四

　　十一号）附則第二条第三項第五号に規定する経過的旧療養型病床群を
　　含む。以下同じ。）を有する病院、病床を有する診療所、老人性認知

　　症疾患療養病棟を有する病院における介護予防短期入所療養介護
　　イ　指定介護療養型医療施設の病床であって、介護療養施設サービス
　　　が行われるもの（以下『介護保険適用病床』という。）における介護

　　　予防短期入所療養介護については、所定単位数の算定（職員の配置
　　　数の算定）並びに定員超過利用、夜勤体制及び療養環境による所定

（・



／＾・、
〆

　減算及び加算については、本体施設と常に一体的な取扱いが行われる
　ものであり、四〇号通知の7の（1）、（3）から（7）まで、（9）及び鯉を

　準用すること。この場合、四〇号通知の7の（9）の準用に際しては「医

　師及び介護支援専門員」とあるのは、「医師」と読み替えるものとす
　る。

ロ　医療保険適用病床における介護予防短期入所療養介護についても、

　夜勤体制による加算及び減算並びに療養環境による減算については、

　介護保険適用病床における介護予防短期入所療養介護の場合と同様に
行うものとする。また、適用すべき所定単位数（人員配置）については、

　人員配置の算定上、配置されている看護職員を適宜介護職員とみなす
　ことにより、最も有利な所定単位数を適用することとする．例えば、

　六〇床の病棟で、看護職員が一二人、介護職員が一三人配置されてい
　て、診療報酬上、看護職員五：一・（一二人以上）、介護職員五：・一（一

　二人以上）の点数を算卒している場合については、看護職員のうち二
　人を介護職員とみなすことにより、介護予防短期入所療養介護につい
　ては看護職員六：一（一〇人以上）、介護職員四：一（一五人以上）に応

　じた所定単位数が適用されるものであること。なお、四〇号通知の7
　の（1）、（3）から（7）まで、（9）及び魁は、医療保険適用病床の介護予

　防短期入所療養介護についても準用する。この場合、四〇号通知の7
　の（9）の準用に際しては「医師及び介護支援専門員」とあるのは、「医

　師』と読み替えるものとする。
ハ～へ　　（略〉

、（＼

（別紙10）

　単位数の減算及ぴ加算については、本体施設と常に一体的な取扱い
@が行われるものであり、四〇号通知の7の（1）、（3）から（7）まで、（9）

@及び魁を準用すること。この場合、四〇号通知の7の（9）の準用
@に際しては「医師及び介護支援専門員」とあるのは、「医師』と読
@み替えるものとする。

香@医療保険適用病床における介護予防短期入所療養介護について
@も、夜勤体制による加算及び減算並びに療養環境による減算につい
@ては、介護保険適用病床における介護予防短期入所療養介護の場合
@と同様に行うものとする。また、適用すべき所定単位数（人員配置）

@については、人員配置の算定上、配置されている看穫職員を適宜介
@護職員とみなすことにより、最も有利な所定単位数を適用すること
@とする。例えば、六〇床の病棟で、看護職員が一二人、介護職員が
@一三人配置されていて、診療報酬上、看護職員五：一（一二人以上〉、

@介護職員五：一（一二人以上）の点数を算定している場合について

@は、看護職員のうち二人を介護職員とみなすことにより、介護予防
@短期入所療養介護については看護職員六：一（一〇人以上）、介護職

@員四：一（一五人以上）に応じた所定単位数が適用されるものである
@こと。なお、四〇号通知の7の（1）、（3）から（7）まで、（9）及び皇血　は、医療保険適用病床の介渡予防短期入所療養介護についても準用

@する。この場合、四〇号通知の7の（9）の準用に際しては「医師及
@び介護支援専門員』とあるのは、「医師」と読み替えるものとする。ハ～へ　（略）

�a　又は診療用である一　ユニ・ト型　定謹予防短期入所療介
護事業所において月定　　数を　　するための施設基準等について

病　　は診　　で　る一　ユニ“ト型指定護予防短入所療養介
言事業刀が介響予短期入療　　謹費の所定　立数を　定するため
には　　慧　　又は　。職　の　　が　　　　　　　　と当該事

のユニット　2外の部　のそれぞれについて　定の員　（看護六：
一　　護四：一の　　配）を　いていることが必要である　また、

病垢又は診療　である一　ユニ“ト型指定介讐予防短入療
事　　がユニ・ト型　　　　短期入用　　　　　の　　単位　を算定

　るためには　　　　　は介護職　の　　が　当該事業所全体と当
Y事業　のユニット部　のそれぞれについて　定の　　看六：一、
介護四：一の　員配置）を　いていることが必要である　施設基準第

温なお、　　を行う職員の員数については、当該事業　全　で所定の

数を　いていれば足りるものである　夜勤職基準九
塾病　又は多療　である一　ユニット型指定介　予　短入療養介



　　　（略）

　　　ユニットにおける職員に係る減算について
　　　8の」旦を準用する。

　　認知症行動・心理症状緊急対応加算について
　　　8の（7）を準用する。

　　若年性認知症利用者受入加算について
　　　8の皿を準用する。

　　療養食加算
　　旦四を準用する。
　　　（略）

9～12　（略）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

事　に’1る量　び働

事　の・予短入寮介

の　　基準欠如等について
病　　は診療　である一　ユニット型指定　言予　短期入所

に係る　護職員又は
の人　基’欠如による　定　　数の減算は　　該事　所全体と当該事

のユニ・ト　∠珍　の

　　雪四：一の

のどちらか一方で　定の　数（暮六
　　いていオい場Aこ把わ　　　ので

ある。ユニット型介護予防短期入所療　介護　に係る看護職　又は介

護職 の人 準欠如による 定 の は 当該事業 全体と

介　四：一の　　配置）を置いていない場合に行われるものであるこ
当該事業　のユニット　　のどちらか一方で　　の　　　　六：一

と　通所介護　等の算定方法　十七号ロ）

　なお、病　若しくは診療所である一部ユニ・ト　指定　讐予防短期
入所療　介護事業　の　護予防短　入　療養　　又はユニット型介護
予防短期入所療養介護に係る夜勤体制による減　は　当　事業　全体

で　　の　　　　いていえい　　に　り把わ　る　ので　　こ

（6）　（略）

（7）ユニットにおける職員に係る減算について

　　　8の（7）を準用する。

（8）認知症行動・心理症状緊急対応加算について

　　　8の血を準用する。
（9）若年性認知症利用者受入加算について

　　　8の皿を準用する。
（10）　療養食加算

　　鯉を準用する。
（11）　（略）

9～12　（略）

1（・ ！（，
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所
生
活
介
護
事
業
所
■
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

ア
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
第
百
四
十
条
の
四
に
競
走
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
を
い
ヶ
。

　
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
蔑
事
業
所
と
が
併
設
さ
れ
一
体
納

　
に
運
営
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
利
用
定
員
の
総
数
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
」
・
を
加
え
る
．

　
，
第
九
章
第
六
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
．

　
　
　
　
．
，
茎
八
節
削
除

　
第
百
四
十
条
の
十
四
か
ら
第
百
四
十
条
の
二
十
五
ま
で
　
削
除

　
　
第
百
四
十
三
条
第
一
．
項
第
一
号
中
、
「
及
び
一
部
ユ
ニ
沙
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
（
同
令
第
五
十
一
条
に
規
定
す

・
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
．
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介

　
護
療
養
型
医
擦
施
設
（
同
令
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
痘
施
殻
を
い
う
。
）
」

　
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
除
く
．
）
」
の
下
腕
「
で
あ
る
」
を
加
え
る
。

　
　
第
十
章
第
六
節
を
削
る
。

　
　
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
殺
の
人
民
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

笙
条
難
介
薯
人
相
甚
磐
人
員
、
康
痩
藍
欝
開
基
毒
（
輩
葦
星
省
令
塵
二
＋
九
号
湿

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

、
暑
欝
。
灘
灘
離
愁
講
遷
．
．
騒
．
．
関
．
．

　
基
準

　
　
　
　
を
削
る
一

　
　
　
」

．
　
．
．

、

’
（

㌧
虻
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第
二
条
第
四
項
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
誕
老
人
福
祉
施
設

　
（
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
．
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
．
）
を
除

く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
併
設
す
る
場
合
又
は
指
定
介
穫

老
人
福
祉
施
設
及
ぴ
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
」
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
｝
．

　
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
五
十
八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
）

を
併
設
す
る
場
合
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
バ
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
配
置
さ
れ
る
看
護
職
員
に

　
限
る
。
）
を
除
き
」
を
加
え
、
同
条
第
十
項
中
「
指
定
地
域
密
葛
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
が
運
営
に
関

　
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
」
を
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
に
改
め
る
。

　
　
第
六
章
を
削
る
。

　
（
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
y

第
三
条
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四

　
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

－
次
中
「
第
畿
鰐
錨
難
饗
灘
　
設
備
及
び
運
営
権
関
」

　
る
基
準

　
　
　
　
■
を
削
る
。

　
　
　
　
」
．

　
　
第
二
条
第
四
項
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
（
第
三
十

　
九
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
穫
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
』
）
を
除
く
。
）
及
び
ユ

　
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
を
併
設
す
る
堀
合
の
介
穫
職
員
を
除
き
」
を
加
え
る
。

　
　
第
六
章
を
削
る
。

　
（
指
定
介
蔑
療
養
型
医
癖
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
般
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一

　
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

－
次
中
「
第
謙
．
灘
灘
麟
幾
議
認
㌃
噂
響
に
岬

　
る
基
準

　
　
　
　
　
を
削
る
。

　
　
　
　
」

　
　
第
二
条
第
七
項
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
へ
指
定
介
護
瘍
春
型
医
搬
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
癒

　
施
設
（
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
寮
春
型
医
療
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

　
を
除
く
。
）
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
獲
癒
春
型
医
療
施
設
を
併
設
す
る
場
合
の
介
護
臓
員
を
除
ぎ
」
を
加
え
る
。
一

　
　
第
六
章
を
削
る
。

　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
直
傭
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
士
ハ
号
）
の
一
部

　
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
目
次
中
「
第
四
章
　
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
獲
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　
準
（
第
四
十
三
条
一
第
五
十
三
条
と
を
「
第
四
章
削
除
」
に
改
め
、
「
第
七
章
　
一
．
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特

　
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
四
条
一
第
六
十
七
条
）
」
を
削
る
。

　
　
第
六
条
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
し
ム
（
第
三
十
二

　
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
．
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
）
を
除
く
。
以
下
こ
の

　
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
春
霞
老
人
ホ
ー
ム
を
併
殺
す
る
場
合
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
ユ

　
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
墾
護
老
人
ホ
ー
ム
（
第
六
十
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
獲
老
人

　
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
．
）
を
併
設
す
る
場
合
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
第
十

　
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
㌶
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
差
渡
老
人

ホ
ー
ム
を
除
く
。
，
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
．
）
及
び
ユ
ニ
ッ
下
型
特
別
養
獲
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
場
合
又
は

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
τ
ム
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
場
合
の
介

護
職
員
及
が
看
誕
職
員
（
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
ぎ
配
置
さ
れ
る
看
護
職
員
に
湿
る
．
）
を
除
き
」
を
加
え

　
る
。

　
　
第
四
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
第
四
章
削
除

　
第
四
十
三
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
削
除

　
　
第
七
章
を
削
る
．

　
（
揖
定
地
域
密
着
型
サ
L
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
六
条
指
定
地
域
密
新
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
・
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省

．
令
第
三
十
四
号
）
の
一
．
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
．

人
爵
、
灘
購
灘
翻
灘
糠
畷
毒
悪
．
設
備
署
渾

　
営
に
関
す
る
基
準

　
　
　
　
　
　
　
・
．
を
削
み
。

　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
第
百
三
十
一
条
第
三
項
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
■
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

　
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
第
百
五
十
八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
霞
老
人
福
祉
施

　
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
以
下
｛
の
条
に
お
い
て
同
U
。
）
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護

　
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
労
働
省

　
令
第
三
十
九
号
）
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
）
を
併
設
す
る
場
合
又

　
は
指
定
地
域
密
競
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
併
設
す
る
場

　
合
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
（
第
百
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
配
置
さ
取
る
看
護
職
員
に
限
る
。
）
を
除
■

　
■
き
」
を
加
え
る
。

　
　
第
七
章
第
六
節
を
削
る
。

　
．
．
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
一
殺
備
及
び
運
営
並
登
に
指
定
介
穫
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護

　
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条
揖
定
介
護
予
防
サ
」
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ゼ
ス
等
に
係
る

　
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
弟
三
十
五
号
y
の
一
部

　
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
」

馬
繋
．
羅
響
縣
麟
難
繍
橿
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
七
節
　
一

　
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
「
第
七
節
，
削
除
」
に
、

十
八
条
）
　
　
’
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

雛
慧
鰍
翼
灘
幾
聾
萎

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

　
　
．
』
』
■
．
凹
目
尭
．
．
．
を
「
第
蓄
削
除
」
旨
鎗
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

第第第第
四三二一1
款款款款

設
備
及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た

、
γ
k

．
（
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第
百
三
十
一
条
第
二
項
中
「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
指
定
介
短
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
第
百
五
十
三
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所

　
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
．
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
・

　
活
介
護
事
業
所
と
が
併
殺
さ
れ
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ろ
の
利
用
定
員
の
総
数
が
二
十
人
以

　
上
で
あ
る
場
合
」
を
加
え
る
。

　
　
第
九
章
第
七
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
■
　
　
．
　
　
‘
　
　
　
　
．
　
　
、

　
　
　
　
　
第
七
節
削
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
第
百
六
十
五
条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で
削
除

　
　
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
（
同
令
第
五
十
一
条
に
規
定
す

　
る
｝
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
内
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介

　
穫
療
穣
型
医
擦
施
設
（
同
令
弟
五
十
一
条
に
規
定
す
る
“
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
睡
擦
春
型
医
療
舗
設
を
い
ヶ
。
）
」
・

　
を
削
る
。

　
　
第
十
章
第
七
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
’
第
七
節
削
除

．
第
二
百
士
ハ
条
か
ら
第
二
百
二
十
九
条
ま
で
削
除

　
　
　
附
　
則
．

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
．
（
指
定
居
宅
サ
τ
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
園
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
介
霞
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
以
下

　
　
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
短
期
入
所
生
活
介
穫
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
（
同
日
に
お

　
い
て
建
築
中
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
月
二
日
以
降
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業

．
を
行
う
事
業
所
と
な
っ
た
も
の
を
含
む
．
以
下
「
平
成
十
五
年
前
指
定
短
期
入
所
生
落
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
で

．
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
庭
ま
る
改
正
前
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
菜
の
人
員
、
設
備
及
す
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以

　
下
「
指
定
居
宅
サ
｝
ビ
ス
等
旧
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

　
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
る
も
の
（
｛
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
平
成
十
五
年

　
前
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
翫
桑
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以

　
下
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
ど
い
う
。
）
第
百
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活

　
介
護
を
行
う
事
業
所
を
除
ぐ
．
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
旧
基
準
第
百
四
十
条
の

　
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
該
当
す
る
こ
と
ど
な
る
も
の
を
含

　
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

2
平
成
十
七
年
十
月
｝
日
以
前
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
療
養
介
護
の
南
桑
を
行
っ
て
炉
る
事

　
業
所
（
同
日
に
お
い
て
建
殊
甲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
個
月
二
日
以
降
に
指
定
居
宅
ザ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所

嚢
窪
の
嚢
を
行
う
嚢
所
と
な
っ
た
も
の
莟
む
。
以
下
「
護
＋
七
年
前
建
嬬
入
所
嚢
韮
嚢

　
所
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
旧
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ

　
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
も
の
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
平

　
成
十
七
年
前
指
定
短
期
入
所
疲
養
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
百
五
十
五
条
の
四
第
一
頂
に
規
定
す

　
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
を
除
く
。
V
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

　
ス
等
旧
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
毎
春
介
護
事
業
所
に
該

　
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
問
は
、
な
お

　
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
．
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
介
護
傑
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い

　
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
パ
同
日
に
お
い
て
建
箋
甲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
月
二
日
以
降
に
同
署
の
規
定
に
よ
る
指
定

　
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
以
下
「
平
成
十
五
年
前
指
定
介
霞
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
．
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に

　
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
」
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
指
定
介
護
老
人
福
祉

　
施
設
旧
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
獲
老
人
福
祉
施
設
で
あ
惹
も
の
（
こ
の

■
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
平
成
十
五
年
前
指
定
介
霞
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
穫
老
人
福
祉
施
設
．

　
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
旧
基
準
第
五
十
条
忙
規
定
す
る
一
部
ユ
、

　
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
霞
老
人
福
祉
施
設
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
．
以
下
コ
部
ユ
ご
ッ
ド
型
指
定
介
護

　
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
．
）
に
つ
い
て
は
．
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
切
間
は
、
な
お
従
僧
の

　
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

乞
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
．
一
部
ユ
ニ
ッ
杢
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
一
部
ユ

　
ニ
艶
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
乃
こ
と
に
よ
り
そ
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら

、
れ
る
入
所
者
で
あ
っ
て
、
当
臥
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
措
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
際
他
の
市
町
村
（
特
別
区

　
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
×
当
該
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
斯
在
す
る
市
町
村
・

　
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
ば
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
入
所
し
て
逼
る
も
の
に
つ
い
て
・

　
ば
、
．
当
該
入
所
者
が
当
該
一
部
ユ
ニ
ツ
半
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
間
に
限
り
、
平

　
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
介
護
老
人
保
健
施
設
⑳
人
員
、
．
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
前
に
介
護
保
険
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
闘
殺
の
許
可
を
受
け
て
い

　
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
同
日
に
お
い
て
建
築
中
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
月
二
日
以
降
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
開
設

　
の
群
可
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
以
下
「
平
成
十
七
年
前
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
，

　
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
づ
介
護
老
人

　
保
健
施
設
旧
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
｝
型
介
護
老
人
保
鯉
施
段
．
で
あ
る
も
の
（
こ

　
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
畑
築
中
の
平
成
十
七
年
前
介
護
老
人
保
健
施
設
（
介
護
老
人
保
健
施
設

　
の
人
員
、
’
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設

　
を
除
く
噂
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
介
護
老
人
保
健
施
設
旧
基
準
規
五
十
一
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ

　
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
に
該
当
す
る
こ
と
と
捲
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
4
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指

　
定
の
更
新
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
雀
る
。

　
　
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

算
五
条
　
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
前
に
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い

　
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
同
日
に
お
い
て
建
築
中
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
月
二
日
以
降
に
同
号
の
規
定
に
よ
る
指

・
定
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
以
下
「
平
成
十
七
尊
前
指
定
介
超
療
養
型
医
笹
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省

．
’
令
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
投
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
指
定
介
護
療

　
春
型
医
療
施
設
旧
基
準
」
と
い
う
．
）
第
五
十
一
条
に
規
定
サ
る
一
部
二
二
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ

　
る
も
の
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
平
成
十
七
年
前
指
定
介
護
療
養
型
医
塞
犯
設
（
指

　
定
介
護
擦
蓋
型
医
療
施
設
の
人
員
、
殿
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
｝
型
指
定
介

　
護
療
養
型
医
療
施
設
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
介
護
擁
春
型
医
療
施
設
旧
基
準
第
五
十
一

　
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
痘
施
設
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て

　
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
澗
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
｝
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条
■
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
前
に
老
人
福
祉
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
（
同
日
に
お
い
て
建
築
中
の
も
の
で
あ
ウ
て
、
同
月
二
日
以
降
に
同
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
を

　
含
む
。
以
下
「
平
成
十
五
年
前
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
特
別

．
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
忙
関
す
る
基
準
（
以
下
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
旧
基
準
」
●
と
い
う
一
）
第
四
十

、
’
（

．
爬
・
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三
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
｝
ム
で
あ
る
も
の
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
　
　
（
指
定
介
穫
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
・

　
築
又
は
増
築
中
の
平
成
十
五
年
前
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
穫
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
　
　
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）
．

準
（
以
下
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
　
第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
隠
現
に
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
L
ビ
ス
（
以

ム
を
除
く
．
）
で
あ
ぞ
、
こ
の
省
令
の
施
行
愛
特
製
薯
人
ホ
ー
ム
塁
準
第
四
＋
三
条
規
定
茗
一
部
ユ
下
「
菱
叢
予
防
サ
壱
ス
」
嘉
う
．
）
に
該
当
す
る
介
撃
難
期
余
生
糞
護
の
嚢
を
行
ぞ
い
垂

　
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
以
下
コ
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
議
老
　
　
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
額
堂
桑
所
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

人
ホ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
・
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
介
護
老
人
福
祉
施
段
で
　
　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
殼
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
・
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
閥
は
・
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
　
　
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
旧
基
準
」
と
い
う
ゆ
）
第

で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
ハ
＋
七
甕
藝
墾
薯
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
難
介
撃
防
短
期
入
所
生
活
介
護
嚢
所
で
あ
る
も
の
（
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
穫
事
業
所
で
あ
っ
て
、
こ

2
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
老
入
福
祉
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
密
着
型
持
別
義
霞
老
　
　
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
旧
基
準
第
百
六
十
七
条
第
』
項
κ
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
τ
ム
幕
軍
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
聖
ム
を
い
　
　
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
・
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定

　
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
」
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
旧
基
準
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
一
・
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
　
　
の
更
新
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
■

着
型
特
別
養
穫
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
も
の
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
地
域
密
着
型
．
2
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
旧
基
準
簿
六
十
四
条
に
規
定
す
　
　
行
っ
て
い
る
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
指
定
介
霞
予

　
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
τ
ム
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
の
う
ち
、
介
護
　
　
防
サ
τ
ビ
ス
等
旧
基
準
第
二
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

　
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
の
指
定
を
受
け
て
い
る
地
域
密
蓄
型
介
護
老
人
福
祉
施
般
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
介
　
　
事
業
所
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
修
、
改
築
又
は
増
築
中
の
指
定
介
護
予
防
短
期
入
祈
療
養
介
護
事
業
所
で

　
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
問
は
、
・
　
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
介
護
予
防
サ
r
ビ
ス
等
旧
基
準
第
二
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
ユ

　
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
る
も
の
に
つ

　
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）
　
　
い
て
鳳
」
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
閻
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
、

第
七
条
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
　
　
（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

ス
の
婁
の
人
員
、
設
備
及
建
営
讒
す
る
華
（
以
下
「
建
地
墓
董
サ
壱
孟
藍
」
奮
う
・
）
第
甕
条
．
老
人
福
祉
諸
行
規
則
（
昭
和
三
＋
八
年
星
零
第
三
＋
八
号
）
の
擁
裟
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
．

　
百
七
十
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
も
の
（
こ
の
省
令
の
施
行
　
　
第
二
条
第
一
項
第
五
号
イ
中
「
又
臓
第
四
十
五
条
」
を
削
薗
。

あ
際
碧
覆
肇
又
靖
奮
の
指
蛋
響
蒙
藝
会
誌
撃
あ
ぞ
ど
の
零
露
行
倦
（
地
域
に
誇
る
公
的
介
籍
馨
の
誓
的
董
備
等
の
促
蓬
関
薯
葎
施
規
則
の
廓
整
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
条
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
ハ
平
成
元
年
厚
生

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
」
ビ
ス
旧
基
準
第
百
七
十
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
施
設
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
以
下
コ
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
　
　
　
第
五
条
第
三
号
中
「
又
は
同
令
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
こ
の

　
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
指
定
の
更
新
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
．
」
と
が
．
　
号
に
お
い
て
コ
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
τ
ム
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
又
は
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護

　
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
ホ
ー
ム
」
、
を
削
る
。
．

2
　
乙
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
r
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
．
（
以
　
　
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

　
下
「
指
定
地
域
密
蔚
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
本
体
施
設
（
以
下
「
本
体
第
十
一
条
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
士
ハ
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
入
所
定
　
　
　
第
三
十
五
条
第
三
項
第
二
号
中
「
及
び
第
六
十
一
条
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
及
び
六
十
二
条
」

　
員
の
減
少
に
よ
り
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
以
下
「
第
一
変
更
後
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
　
　
を
削
り
、
同
項
箆
五
号
中
「
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
一
条
」
を
「
及
び
第
百
六
十
九
条
」
に
改
め
る
。

　
施
設
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
分
の
間
へ
本
体
施
設
と
み
な
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
条
第
五
項
篤
二
号
中
「
及
び
第
六
十
一
条
」
を
削
り
、
．
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
肝
及
び
六
十
二
条
」

3
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
穫
老
人
福
祉
施
設
に
供
設
さ
れ
て
い
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
　
　
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
［
及
び
第
百
八
十
”
条
」
を
削
る
。

　
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
又
は
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
　
　
　
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
十
三
号
中
「
及
び
第
百
四
十
条
の
二
十
五
」
を
削
る
．

　
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
霞
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
で
み
つ
　
　
．
第
百
三
ナ
一
条
の
八
第
一
項
第
十
五
号
中
「
及
び
第
百
八
十
条
」
及
び
「
及
び
第
百
八
十
一
条
」
を
削
る
。

　
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
第
一
変
更
後
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
併
設
さ
れ
、
そ
の
利
用
定
員
が
　
　
　
第
百
三
十
四
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
及
び
第
六
十
一
条
」
を
削
る
。

　
当
該
第
一
変
更
後
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
定
員
を
上
回
る
も
の
に
つ
い
て
は
・
当
分
の
閲
　
　
　
6
特
別
養
識
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
三
十
一
条
第
十
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
二
条
，
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
省
令
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

4
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
併
設
ざ
れ
て
い
る
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
則
第
二
条
中
「
又
は
第
四
章
」
を
削
る
。

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
生
活
介
護
の
堂
桑
を
行
っ
て
い
る
蔓
菜
所
又
借
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
　
　
　
附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
又
は
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
辱
を
削
り
・
同
条
第
三
項
を
削
る
。

　
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

業
所
で
あ
っ
て
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
第
二
甕
難
畿
密
塾
介
讐
入
紐
額
（
護
輔
部
ユ
ニ
ッ
筆
三
条
髪
居
宅
サ
壱
ス
携
嚢
の
人
員
露
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
叢
琴
暑
令
（
平

　
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
う
ち
、
・
ご
の
省
令
の
施
行
後
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
　
　
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
設
と
な
り
、
か
つ
、
入
所
定
員
が
減
少
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
併
設
さ
れ
、
そ
の
利
用
定
員
が
当
該
第
　
　
　
附
則
第
三
桑
中
「
又
は
第
六
節
」
を
削
る
。
・
』

二
甕
籍
蛋
蕃
垂
介
馨
人
達
護
の
入
筆
員
を
上
回
歪
の
ξ
い
て
は
、
券
窩
、
建
地
　
附
則
第
四
条
第
一
項
曳
又
竺
部
ユ
ニ
ッ
墨
難
鶏
入
所
生
活
叢
嚢
所
」
を
聾
、
同
条
第
三
項
を

　
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
二
一
十
一
条
第
十
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
削
る
。
　
　
　
　
　
．
■
　
　
．
・
・
　
、
　
　
．
　
　
．
　
■
　
　
　
　
～

．
（

’
し
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（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
が
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十

　
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
三
条
中
「
又
は
第
六
章
」
を
削
る
。

　
　
附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
又
は
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

　
（
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適

　
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
の
一
．
部
改
正
）

第
十
五
条
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
弟
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び

　
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

　
う
に
改
正
す
る
．

　
　
別
表
箆
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
）

第
老
二
人
十
禍
難
麹
叢
馨
・
雑
短

老介
��

ﾛ保
柱ｯ
{法
k第
@八
@条
@第二

¥
　
五
　
項
　
に
　
規
　
定
　
す
　
る
　
介
穫

鱗機活第入号に居

}轟霧事に活百る1

蜩ﾅ夏
s繰　二又一十業　ッは項一の

覧
�
ﾗ
．
　
短
四
る
令
備
難
醤

－謁量墓纏i離離轍
嵩
裘
ｳ
藤
里
所
醒
雛
　
型
回
る
令
の
ビ
人
楚
第
響
奪
具
　
介
百
介
十
に
に
設
　
護
正
議
五
関
係
備

事
．
業
．
所
又
は
施
．
設

笙
繭
項
第
（
養
又
一
平
護
は
項
成
老
茎
、
人
．
ハ
第
一
ホ
十
三
年
1
棊
齢
第
条
省
設
－
一
第
令
備
．
’
項
一
第
及
、
　
項
四
び
　
　
’
十
運
　
第
六
営
．
五
号
に
・
　
十
）
関
醜

笙
撃
籔
号
号
営
老
　
）
に
人
　
第
関
保
累
艦
　
第
碁
設
　
一
律
の
　
号
（
人
蚤
叢
員
　
第
十
施
　
四
一
設
　
十
年
及
　
一
厚
び
‘
　
条
生
殺
　
第
吉
備
　
四
令
並
　
項
第
び

項設ぞ又備れ

ｶ
護
，
甚
美
霞
至
難
茜
妻
壁

第のビ人そ
E夏姿聾十にに殺れ三関係備’

o
薯
界
罐
｝
基
籏
運
介
項
準
予
営
護
　
第
防
並
予
　
百
の
び
防
　
三
た
に
サ
主
語
魁
雛
奪
　
一
的
予
の
籠
　
　
　
防
事
　
　
　
サ
業
　
　
　
1
の

規
定

　
．
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
．

正
）

策
士
ハ
条
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
菜
の
人
員
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平

　
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
雛
二
条
第
一
項
中
「
又
は
｛
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
象
養
介
護
事
業
所
」
を
削
り
、
局
条
第
三
項
を

　
削
る
。

　
　
附
則
第
五
条
中
「
又
は
第
六
章
」
を
創
る
。

　
　
附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
又
は
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

　
　
附
則
第
七
条
中
「
又
は
第
六
章
」
を
削
る
。

　
　
附
則
第
八
条
第
一
項
中
「
又
は
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

　
（
検
討
）

第
十
七
条
　
厚
缶
労
働
大
臣
は
」
こ
の
省
令
の
施
行
後
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　
ム
基
準
第
三
十
二
条
忙
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
）
，
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別

　
警
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
六
十
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
を
い
う
。
×
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

　
い
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
除
く
。
）
及
び
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
霰
老
人

　
ホ
］
ム
基
準
第
十
二
条
第
廿
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着

　
型
特
別
養
護
老
入
ホ
ー
ム
を
除
く
。
）
0
整
備
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

　
基
づ
い
て
所
要
の
措
慨
を
請
ず
る
も
の
と
す
る
」

告

示

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
」
号

指
定
居
宅
サ
ト
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
架
指
定
・

施
設
サ
」
ビ
ス
等
に
要
す
届
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
、
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ズ
に
要
す
る
費
用
の
額
．
の
算
定
に
既
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
士
ハ
号
）
、

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
・
軍
八
年
厚
生
労
働
省
宣
示
第
百
二
十
七

号
）
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
書
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
聴
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
百
二
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を

次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
三
年
八
月
十
八
日
．
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一
部
改
正
y

第
一
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
士
ハ
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

　
す
る
。

　
　
第
七
号
イ
中
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所

　
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
指

　
定
短
期
入
庫
生
活
介
護
事
案
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
6
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
条
の
十
五
に
規
定
す
る
ユ

　
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
．
以
下
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、

　
祠
号
ロ
ω
中
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
が
5
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合

　
に
あ
っ
て
は
い
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
｝
ム
に
お
け
る
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
特
別
養
臨
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
箪
（
平
成
十
一
．
年
厚
生
省
令
第

『
四
士
ハ
号
。
以
下
「
特
別
養
護
老
人
竃
ー
ム
基
準
」
．
と
い
う
．
）
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
｝
部
分
を
い
う
。

　
以
下
③
及
び
」
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
介
穫
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ロ
③
中
「
指

　
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
二
十
一
条
第
五
項
」
を
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
二
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、

　
　
「
（
併
殺
本
体
施
設
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
穫
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
併
設
本
体
施
設

　
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
（
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部

　
分
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数
の
介
護
職
員
又
は
看
護
識
量
を
含
む
。
）
）
」
を
削
り
、
祠
号
ハ
中
「
（
当
該
指
定
短
期
入

　
所
生
活
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
霞
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指

　
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
又
ば
蚕
護
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
ユ

　
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員
又
せ
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
二
ω
中
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事

　
業
所
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け

　
る
介
穫
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
τ
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
磯
員
又
は
看
護

　
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
二
③
中
「
（
併
設
本
体
施
設
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
誕
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
に

　
あ
，
て
は
、
当
該
併
設
本
体
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数
の
介
護
駿
且
又
は
看
護
職
員
（
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
と
レ
て
必
要
と
さ
れ
る
数
の
介
霞
職
員
又
は
看
護
職
員
を
含
む
。
）
）
」
を
削
る
。

　
　
第
八
号
イ
中
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
二
条
」
を
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　
す
る
基
準
（
平
成
十
凶
年
厚
生
省
令
第
四
士
ハ
号
。
以
下
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
」

　
に
改
め
る
一

（
二

’
〔
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第
十
二
号
イ
ω
日
中
「
（
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
看
踵
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
介
蔑
老
人
保
健
施
設
の
ユ
ニ
ッ

ト
部
分
（
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第

四
十
塔
。
以
下
「
介
獲
老
人
保
但
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下

ロ
及
び
第
三
十
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
看
麺
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
．
同
署
イ
③

H
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
」
を
』
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基

準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
。
以
下
「
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
」
と
い
う
。
ご
に
改
め
、
同
号
ロ
m
⇔

中
「
（
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
穫
老
人
保
徳
施
殼
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護

老
人
保
健
施
設
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
護
磯

貝
又
は
介
霞
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
二
ω
日
中
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
■

介
垂
耕
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
建
短
期
入
所
嚢
介
垂
誘
で
あ
る
場
合
墓
っ
震
当
該
嚢
病
棟

の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
四
に
規

定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
“
う
噂
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、

同
号
二
ω
日
中
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
案
所
で
あ
る
場
合
に
あ
フ
て
は
、
当
該
毎
春
病
棟
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
毎
春
病

・
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
』
を
削
り
、
同
号
二
③
日
中
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る

病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
擬
養
介
穫
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
棟
の
介
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
葛
介

護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
．
国
号
二
③
日
中
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
額
事
業

所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
局
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
棟
の
介
護
職

員
の
数
及
び
当
該
摂
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
⑳
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ホ
ω
け
中

　
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
療
養
介
霞
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ

ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
一
同
号
ホ
ω
日
甲
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
で

は
、
当
該
療
養
病
棟
の
介
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の

数
）
」
を
削
り
、
同
号
ホ
③
H
中
「
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
擦
養
介
護
事
業
所
が
、
一

部
ユ
ニ
ッ
ト
理
髪
揚
入
所
嚢
介
襲
業
所
で
あ
る
場
合
塞
ぞ
は
、
叢
嚢
病
棟
の
護
賢
の
数
及

び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
祠
号
へ
ω
口
中
「
（
当
該
療
養

病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
藥
所
が
、
一
部
ユ
ニ
艶
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
甕
糞
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
擬
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る

看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
へ
ω
日
中
「
（
当
該
毎
春
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

．
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
獲
病
棟
の
介
護

職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
ご
を
削
り
、
同
号
チ
ω
日
中
「
（
当
該
病
室

を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
寮
費
介
誕
事
業

所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
室
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
病
室
の
ユ
ご
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る

看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
チ
ω
日
中
「
（
当
該
病
室
を
有
す
る
診
癬
所
で
あ
る
揖
定
短
期
入
所
療
韮
介
誕
事
業

所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
坐
該
病
室
の
介
護
職
員
の

数
及
び
当
該
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
チ
③
口
中
「
（
当
該
病
室

を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
藥

　
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
室
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
癖
室
の
ユ
ニ
ッ
｝
部
分
以
外

　
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
リ
㈱
中
「
（
当
該
病
室
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
指
・

定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
病
室
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
リ
③
中

　
「
（
当
該
病
室
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
無
蓋
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
室
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
病
室
の
ユ
ニ
サ
下
部
分
に
係

る
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ル
m
口
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
撫
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
”

の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
穫
駿
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号

ル
m
日
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
痘
養
介
護
富
薬
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
み
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
⑳
介
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症

病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
蔑
職
員
の
数
〉
」
を
削
り
、
同
号
ル
③
口
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有

す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
．
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
．
当
該
認
知
症
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分

，
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
ウ
、
祠
号
ル
③
偶
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
叛

養
介
穫
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症

病
棟
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
穫
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、

同
号
ル
③
⇔
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
痴
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト

型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
介
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
認

知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
．
同
号
ル
閥
口
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟

を
有
す
る
宿
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
介
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の

留
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
軌
、
向
暑
ル
㈲
日
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
［
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
疫
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
当
該
認

知
症
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
裸
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削

り
、
同
母
ル
⑤
日
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
擦
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ

ト
型
指
定
短
期
入
所
擬
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該

．
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
熾
債
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ヲ
③
中
ス
当
該
認
知
症
病
棟

を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
｝
部
ユ
ニ
甥
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
億
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
憎
ト
部
分
以
外
の

部
分
に
係
る
看
蔑
職
員
の
数
ご
を
削
り
、
同
号
ヲ
㈹
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
．

療
養
介
護
纂
棄
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
響
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知

症
病
棟
の
介
罐
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
鰹
職
員
の
数
）
」
を
削

り
、
同
署
ワ
m
日
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ

ト
型
指
定
短
期
入
祈
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
．

認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ワ
ω
㊧
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る

病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
穫
事
業
所
が
、
｝
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
穫
事
業
所
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員

の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ワ
③
口
中
「
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、

一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
看
護
職
員
の

数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ニ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
穫
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ワ
③
国
中
「
（
当
該
認
知
症
病

棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
璽
魚
菜

所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
偲
知
症
病
棟
の
介
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係

る
介
護
職
員
の
数
と
を
削
る
。

　
第
二
十
九
号
イ
ω
b
中
「
（
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
、
岬
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
濾
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
又
は
看

護
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
額
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
｝
部
分
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基

準
第
百
七
十
一
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
び
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護

職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
祠
号
イ
③
b
中
「
（
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
、
一
部
ユ

ニ
ッ
ト
型
揖
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
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祉
施
設
の
介
護
職
員
又
は
看
穫
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係

る
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ロ
①
b
中
「
（
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
、

　
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
弁
識
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部

分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
と
を
削
り
、
同
署
ロ
③
b
中
「
（
当
該
指
定
地
域
密
着
型
奔
穫

老
人
福
祉
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
蚤
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指

定
地
域
密
着
型
介
璽
石
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
又
は
看
額
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員
又
は
看
護
磯
貝
の
数
）
」
を
削
る
。

　
第
三
十
七
号
イ
③
中
「
（
当
該
指
定
介
諮
老
人
福
祉
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
入
福
祉
施
設
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
楚
介
穫
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚

生
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部

分
を
い
う
。
以
下
ご
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
介
睡
職
員
又
は
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
「
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
三
項
や
を
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
九
号
．
以
下
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
号
ハ
③
中
「
（
当
該
指
定
介
穫
老
人
福
祉
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
穫
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
又
は
看
麺
職
員
の
数
及
び
当
該
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員
又
・
は
看
護
職
員
の
数
）
」
を
削
る
。

　
　
第
四
十
五
号
イ
ω
H
中
「
（
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
が
、
一
部
甚
一
轡
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
場
合
に
．

あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
ユ
ニ
ッ

ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ロ
ω
6
中
「
（
当
該
介
穫
老
人
保
健
施

　
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
看
護
職
員

　
又
は
介
護
議
員
の
数
及
び
当
該
介
穫
老
人
保
健
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
護
職
員
又
ば
介
護
職
員
の
数
）
」
を

螺
労
働
大
臣
萎
る
利
用
導
の
数
の
莚
及
薯
聾
等
婁
の
毒
並
藍
所
藝
叢

　
定
方
法
の
一
部
改
正
）

篤
二
　
厚
生
労
勤
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
等
の
数
の
基
準
及
び
看
護
職
員
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
通
所
介
護
費
等
の

霧
骸
騨
購
醒
難
淋
讐
襲
藁
認
諾
嚢
欝
欝
生
活
介
護
嚢
所
で

髄
驕
雑
締
蘇
戴
驕
錠
禰
鳳
雛
瀟
難
駿
禰
惣
灘
部
鞭
籟
暢
謁
磐
蟷

　
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
係
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
二
十
一
条
に
定
め

　
る
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
員
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
及
す
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ユ

　
ニ
ッ
ト
部
分
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）

　
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
）
」
、
コ
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
霞
老
人
保
健
施
設
の
ユ
；
ッ
下
部
分
（
介
護
老

　
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
。
以
下
「
介

　
謹
老
人
保
健
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
）
並
び
に
」
隣
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト

　
型
指
定
介
護
毎
春
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
護
痘
春
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
指
定
介
護
様
養
型
医
療
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二

　
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
）
」
及
び
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」
を
削

　
り
、
同
号
二
中
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
璽
畢
業
所
が
一
■
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
で

　
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
累
業
所
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
員
数
及
び
当
該
指

　
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
二
十
一
条
に
定
め
る
介
護

　
職
員
又
は
看
護
職
員
の
員
数
）
」
老
削
り
、
同
号
ホ
中
「
及
び
一
躯
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト

　
部
分
」
を
削
る
。

　
　
第
四
号
イ
③
の
表
以
外
の
部
分
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」

　
を
削
り
、
‘
祠
号
イ
餅
の
表
中
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養

　
介
護
事
彙
所
で
あ
る
塔
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
の
医
師
、
‘
理
学

　
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の

　
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
四
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
3
以
外
の
募
若
い
て
、
髪
塁
サ
吉
ス
基
準
筈
四
＋
二
魯
霧
る
鍛
の
甚

　
職
員
又
は
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
と
を
削
り
、
同
号
イ
③
の
表
以
外
の
部
分
中
「
及
び
一
部
ユ

　
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
鰹
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」
を
削
り
、
同
母
イ
③
の
表
中
「
（
当
該
指
定
慰
期
入

　
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
居

’
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
の
医
師
、
理
学
癖
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
を

　
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ザ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
何
条
に
定
め
る
員
数

　
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
署
ロ
③
の
表
以
外
■
の
部
分
中
「
及
び

　
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
鮎
を
削
り
、
同
号
ロ
③
の
表
中
「
（
当
該
指
定

　
短
期
入
所
撫
養
介
護
事
業
所
が
い
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
．

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら

　
ず
、
か
つ
、
・
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
貝

層
数
の
看
護
職
員
及
び
介
獲
職
員
を
置
い
で
い
る
場
合
を
含
む
か
）
」
、
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
獲
事
業
所
が
、
一

　
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
獲
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業

　
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
居
宅
サ
r
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職

　．

�
y
び
介
穫
職
員
を
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師

　
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
嚢
介
警
策
所
で
薯
蓉
箸
ぞ
は
、
当
該
建
短
期
入
所
嚢
介
護
嚢
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
募
舞
の

　
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
居
室
サ
τ
ピ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
の
春
霞
職
員
又
は
溌
獲
職
員
を
置
い
て

魏
鴇
灘
器
鮭
鱒
弱
議
論
鍛
顎
墜
矯
螺
静
黙
羅
に
即
断
躍
雛
鵠
頒
懸

　
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定
短
期
入
所
疫
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分

　
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
・
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
壕
員
を
置
い
て
お
り
、
冊
条
に
定
め
る
看
護
■

　
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
号
ロ
㈹
の

　
表
以
外
の
部
分
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」
を
削
り
、
同
母

．
■
渇
の
雷
「
（
当
馨
定
短
期
入
所
嚢
叢
藁
筆
垂
ニ
ッ
ト
型
楚
霧
入
所
嚢
叢
箋
所
で

　
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
居
宅
サ
r
ビ
ス
基
準
彙
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
に
着
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た

　
数
の
医
師
を
置
ド
て
お
ら
ず
」
か
っ
き
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
同
条

　
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
無
期
入
所
癖
養
介
護
事

　
棄
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
趣
事
業
所
で
あ
る
場
台
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療

　，

{
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
居
宅
サ
」
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職

　
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師

　
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
療
挫
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

　
所
擬
養
介
護
腹
案
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い

　
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
葛
員
数
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合

　
を
含
む
。
）
」
・
及
び
「
（
当
該
指
定
短
期
入
所
療
裁
介
額
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
蔓
菜

　
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て

　
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、

　
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
屑
護
磯
貝
の
員
数
に
百
分
の
二

　
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
」
）
」
を
削
る
。

’

、
－
（
＼

　
　
㌔

・
、
し
．
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第
十
号
ロ
の
表
中
「
（
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
誕
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
一
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
．
以
下
｛
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
三
十
一
条
に
定
め
る
員
数
の
介
議
職
員
又
は
看
護
職

員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
ご
を
削
り
、
同
号
ハ
の
表
中
「
（
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
が

一
部
ユ
ニ
ゆ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
穫
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
介
誰

支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該
指
定
地
域
密
蔚
型
介
護
老
人
桶
…
祉
施
設
の
ユ
ニ
ヅ
ト
部
分
に
つ
い
て
、

常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
指
定
地
域
密
競
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
の
入
居
者
の
数
の
合
計
数
が
三

又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
の
介
護
駿
且
又
は
看
護
職
員
の
数
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削

る
◎

　
第
十
一
号
ロ
の
表
中
「
（
当
該
指
定
介
誕
老
人
福
祉
施
設
が
一
．
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
霞
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
五
十
一
条

に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同

母
ハ
の
表
中
「
（
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
霞
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
ユ

ニ
ッ
ト
部
分
の
入
居
者
の
数
の
合
計
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の

数
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

　
第
十
二
号
ロ
の
表
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
を
」
を
「
介
穫
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、

施
設
及
ぴ
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
。
以
下
・
「
介
護
老
人
保
健
施
設
基

準
」
と
い
胤
。
）
第
二
条
に
定
め
る
員
数
を
」
に
改
め
、
「
（
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老

人
保
健
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
医
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
若
し
く
は
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
ユ

ニ
ッ
ト
部
分
（
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

、
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
又
は
介
穫
職
母

を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
・
を
削
り
、
同
号
ハ
の
表
中
「
（
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型

介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
ば
、
介
誕
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
医
師
、
理
学

療
法
士
、
作
業
世
法
士
、
暫
睡
聴
覚
士
若
し
く
は
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
姓
当
該
介
護
老
人
保
鯉

施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
常
動
換
算
方
法
で
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
ユ
ニ
ツ
｝
部
分
の
入
居
者
の

数
の
合
計
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
の
看
護
職
員
又
は
介
護
膿
員
の
数
を
置
い
て
い
な
い
場
合

を
含
む
。
）
」
を
削
る
．

第
＋
三
号
嚢
塁
嚢
嚢
毒
第
二
登
「
指
嚢
藻
嚢
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
条
（
」
に
改
め
、
「
（
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
塞
馳
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
搬

春
型
医
擦
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
其
掛
定
介
護
療
藝
型
医
療
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六

十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
り
、
か
つ
、

当
該
指
定
介
護
撫
養
型
賑
塞
地
殻
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
談
疲
春
型
医
塞
施
設
基
準
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
護
療
養
型
医
塞
埋
設
基

準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
介
護
笹
養
型

医
療
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
噴
指
定
介
護
療
養
型
医
療

施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
照
い
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
穫
職
員
及
び
介
護
磯
員
を
置
い
て
お
り
、
同

条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
、
・

「
（
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
叛
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
疫
春
型
医
療
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
指
定
介
護
擬
春
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
護
撫
養
型
医
療
施
設
基

準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
看
穫
駿
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
と
及
び
「
（
当
該
指
定
看
護

療
養
型
医
療
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
穫
療
養
型
医
痘
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
同
条
に
定

め
る
貴
数
の
介
穫
支
提
専
配
員
を
匿
い
で
お
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
介
護
擦
春
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外

の
部
分
に
つ
い
て
」
同
条
に
定
め
惹
員
数
の
看
護
職
員
及
ぴ
介
護
職
員
を
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員

の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
ビ
を
削
り
、
同
居
イ
個
の
表
中

　
「
（
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
、
一
部
．
ユ
ニ
ッ
｝
型
指
定
介
護
搬
春
型
医
療
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
で

は
、
指
定
介
護
療
養
型
係
療
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
汰
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て

、
お
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
介
重
文
援
専
門
員
を
置
い
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
擦
施
設
の

ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
、

　
「
（
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
小
型
指
定
介
護
撫
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
指
定
介
護
療
養
型
医
撚
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
り
、
か
つ
、
当
該

■
指
定
介
護
擦
春
型
医
蜜
施
設
の
ユ
ニ
ッ
十
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
磯
貝
を
置

い
て
お
り
．
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
設
師
を
置
い
て
い
な
い
場
合

を
含
む
。
）
」
、
尺
当
該
指
定
介
獲
療
養
型
医
療
施
殿
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
搬
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
場
合

．
に
あ
っ
て
陰
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
穫
療
養
型
医
療
施
設
基
準

第
二
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
及
び
「
〈
当
該
指
定
介
護
療

養
型
医
療
施
設
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
疲
施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
世
、
指
定
介
護
療
養
型

医
塞
犯
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
大
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
同
条
に
定
め

る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
貴
を
覆
い
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
介
護
癌
春
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い

．
で
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
お
黛
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分

み
二
十
を
乗
じ
で
得
た
数
の
看
護
師
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

　
第
十
六
号
ロ
中
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
童
桑
所
で
あ
る
総
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
又

健
看
護
駿
員
の
員
数
及
び
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
穫
予
防

サ
」
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
｝
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分

．
に
係
愚
指
定
介
護
予
防
サ
r
ピ
ス
基
準
第
百
二
十
伽
条
に
定
め
る
介
護
職
員
又
は
后
艘
職
員
の
員
数
）
」
を
削
り
、
同

号
ハ
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ユ
ニ
獣
ト
部
分
」
を
削
り
、
祠
号
二
中
「
（
当
該
指
定
介
．

護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
蔑
事
業
所
が
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
案
所
の
介
護
駿
員
又
は
看
護
職
員
の
員
数
及
び
当
該
指

．
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
二
十
九
条

に
定
め
る
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
員
数
）
」
を
削
り
、
同
号
ホ
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
春
霞
老
人
ホ
ー

ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」
を
削
る
。

　
第
十
七
号
イ
③
の
表
中
「
（
晋
該
指
定
介
霞
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
擦

法
士
若
し
ぐ
は
言
語
聴
覚
士
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ツ
．

ト
部
分
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
百
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
．

い
て
同
じ
。
）
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
穫
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
八
十
七
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員

又
は
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
祠
号
イ
㈹
の
表
中
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所

療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
穫
予
防
短
期
入
所
擦
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
増
合
に
あ
っ
て
は
、

同
条
に
定
め
る
員
数
の
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
痘
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
を
置
い
て
お
ら
ず
、
又
は
当
該

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
癖
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
み
る
員
数
の
看
護
職
員
又
は

（
『

し
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介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
号
口
囲
の
表
以
外
の
部
分
中
「
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型

　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」
を
削
り
、
同
号
ロ
図
の
表
中
「
（
当
該
指
定
介
護
予

　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に

　
あ
っ
て
は
、
同
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定

　
介
霞
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職

　
員
及
び
介
穫
職
員
を
覆
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
寮
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
疵
養
介
穫
事
業
所
で
あ
る
賜
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入

　
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
．

　
を
置
い
て
お
ヶ
、
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
穫
師
を
置
い
て
い
な
い

　
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
案
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期

　
入
所
疫
養
介
霞
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
穫
予
防
短
期
入
所
饗
査
介
慶
事
棄
所
の
ユ
ニ
ッ
ト

　
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
ご

　
及
び
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
疫
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
癒
養
介

　
趨
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お

　
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
畑
入
所
療
養
介
護
鵬
棄
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条

　
に
定
め
る
員
数
の
春
霞
職
員
及
び
介
璽
職
員
を
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
看
瞳
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を

　
乗
じ
て
得
た
数
の
養
護
師
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
号
ロ
③
の
表
以
外
の
部
分
中
「
及
び
一
部

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
」
を
削
り
、
同
号
ロ
③
の
表
中
「
（
当
該

　
指
定
介
護
予
防
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
穫

　
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら

　
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数

、
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
燈
用
入
所
療
養
介
護
事
業
所

　
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
穫
予
防
短
期
入
所
擦
養
介
護
事
粟
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
予

　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を

　
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
護
師
を
掻
い
て
い
な
い
場

　
合
を
含
む
。
）
」
、
「
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
疲
養
介
護
事
業
所
が
、
輔
部
亭
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

　
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
堀
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ド
部

　
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
駿
且
又
は
介
誕
職
員
を
置
い
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。
）
」
．
及
び
「
（
当
該

　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
穣
介
護
事
業
所
が
、
二
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
穫
事
業
所
で

　
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
か
つ
、

　
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
看
護
職
員

　
及
び
介
護
職
員
を
置
い
て
お
り
、
同
条
に
定
め
る
看
護
職
員
の
員
数
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
看
睡
師
を

　
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。
．

　
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
夜
勤
を
行
う
壕
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

甚
二
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十

　
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
号
ハ
ω
日
中
「
（
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
揮
祉
施
設
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
借
及

　
び
揮
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
九
号
）
第
五
十
条
に
規
定
す
る
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介

　
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
入
所
定
員
が
三
十
．
一
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
■
ユ
ニ
ッ
ト

　
部
分
以
外
の
部
分
の
定
員
が
五
十
人
以
下
で
あ
る
こ
と
。
）
」
を
削
り
、
同
号
ハ
の
⇔
中
「
（
ザ
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介

・
護
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
入
所
定
員
が
三
十
人
で
あ
る
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
の
定
員
が
五
十
一

　
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。
）
」
を
削
り
、
同
母
ハ
③
畠
中
「
（
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
霞
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
■

　
入
所
定
員
が
三
十
一
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
の
定
員
が
五
十
人
以
下
で
あ
る
こ
と
。
）
」
を
削
り
、
甲

　
同
号
ハ
㈱
日
中
「
（
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
瞳
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
凸
入
所
定
員
が
三
十
人
で
あ
る
又
は
ユ

　
；
ツ
ト
部
分
の
定
員
が
五
十
一
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。
と
を
削
る
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
■
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